
目次
■  グラビア …… 01 〜 02
■  新年のご挨拶　茗渓会理事長　江田昌佑 …… 03
■  年頭挨拶　筑波大学長　永田恭介 …… 04
■  茗渓創基 150 年記念式典（予告） …… 05
■  全国産業人会（予告） …… 06
■  令和３年度教職相談窓口一覧 …… 07
■  謹賀新年　令和４年　今年もよろしくお願いいたします …… 08 〜 09
■  犯罪被害者支援のこと …… 10 〜 11
■  誌上講座 …… 12 〜 13
■  寄付〜むかし話 …… 14 〜 16
■  筑波大学はいま …… 17
■  茗渓・東西南北（東京茗渓会第９回総会） …… 18 〜 19
■  Peer Garden（交流広場） …… 20 〜 22
■  桐の葉のつどい …… 23　　■  著書紹介 …… 23
■  茗溪学園だより …… 24　　■  追悼録 …… 25
■  令和３年秋の叙勲おめでとうございます …… 26
■  広報 …… 26　　■表紙のことば …… 26
■  編集後記 …… 26

茗渓創基 150年記念扇子のデザイン書（中村伸夫氏）

特集
茗渓創基 150 年

正月
2022
令和4年
no.1111



河野　隆二（S47  農  ）
大畑多津雄（S52  理  ）（神奈川茗渓会会　長）
望月　正大（S51  理  ）（　　  同 　　副会長）
林　　　忠（S58第1自）

力と自信がつく教育で
「考え、行動する人材」を育成します。

〒243－0292  神奈川県厚木市下荻野1030
TEL.046－291－3002　URL:https://www.kait.jp/

■工学部 機械工学科  機械工学コース
機械工学科  航空宇宙学コース
電気電子情報工学科
応用化学科

■創造工学部 自動車システム開発工学科
ロボット・メカトロニクス学科
ホームエレクトロニクス開発学科

■応用バイオ科学部 応用バイオ科学科  応用バイオコース
応用バイオ科学科  生命科学コース

■情報学部 情報工学科
情報ネットワーク・コミュニケーション学科
情報メディア学科

■健康医療科学部 看護学科（看護師・保健師養成課程）
管理栄養学科（管理栄養士養成課程）
臨床工学科（臨床工学技士養成課程）

特命顧問
教職センター
I R 室
公務員対策室

シダックスフードサービス株式会社

〒160-0021　東京都新宿区歌舞伎町1-17-10 シダックス新宿セントラルロード
TEL.03-6632-5052（代表）

学生食堂
～学校ブランドを高める空間づくり～

食の提供
（アウトソーシング）
社員食堂 /寮・研修所・保養所・研究施設 /
学生食堂 /レジャーレストラン /カフェ
お仕事に、勉学にがんばる皆様を食事面からサポートいたします。
空間づくりなども含めた委託運営を行っています。

学生の皆様にとって、大切な思い出の一つになる学生食堂。
学校それぞれの教育方針に沿って運営を行いながらも、
学生層に合わせ、トレンドを意識したメニューをご用意。
カジュアルさとおいしさで好評をいただいています。
また、売店の運営やスクールバスの運行など、トータルでの
サポートも可能です。

各施設の運営方針やご利用者様の年齢層に応じたメニューを
提供。栄養バランスを考慮した食事を提供するだけでなく、
研修施設では研修期間や日程などの利用状況に対応した運営を
心がけ、「食」を通じて家庭にいるような安らぎを提供すること
を目指しています。食事以外にも、施設管理全般にわたる管理
業務も行っています。

寮・研修所・保養所・研究施設
～やすらぎと栄養バランスを考えた食事提供～
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記
念
品
の
こ
と

　
令
和
四
年
正
月
の『
茗
渓
』を
飾
る
の
は
、「
茗

渓
創
基
一
五
〇
年
」
の
記
念
品
で
あ
る
。

　「
自
他
共
栄
」は
嘉
納
治
五
郎
の
名
言
で
、『
気

概
と
行
動
の
教
育
者  
嘉
納
治
五
郎
』（
生
誕

一
五
〇
周
年
記
念
出
版
委
員
会
）
の
中
に
、
以

下
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

　「
人
が
共
同
生
活
を
し
て
い
る
以
上
、
相
互

の
間
を
融
和
協
調
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
に

は
互
い
に
譲
り
互
い
に
扶
け
る
こ
と
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
他
者
に
誠
実
に
尽
く
し
て
こ

そ
自
己
の
完
成
も
社
会
の
発
展
も
な
さ
れ
る
。

　
真
に
善
隣
の
道
を
尽
く
し
て
こ
そ
、
そ
の
結

果
我
が
国
の
利
益
に
な
る
。
嘉
納
治
五
郎
先
生

は
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
場
面
で
こ
う
し
た

例
を
引
用
し
て
、
自
他
共
栄
を
説
か
れ
た
。」

　
嘉
納
治
五
郎
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
七
年
の

『
茗
渓
』
夏
号
（
１
０
９
４
）
か
ら
二
〇
一
八
年

の
『
茗
渓
』
正
月
号
（
１
０
９
６
）
に
か
け
て

全
三
回
に
わ
た
っ
て
特
集
が
組
ま
れ
て
い
た
。

　
右
が
そ
の
表
題
と
掲
載
号
の
表
紙
で
あ
る
。

　
江
田
理
事
長
、
阿
江
副
理
事
長
（
S 

57
筑
博

体
、
筑
波
大
学
教
授
）、
真
田
理
事
（
S 

56
教

修
体
、
筑
波
大
学
教
授
）、
そ
し
て
山
口
香
氏

（
H 

1
筑
修
体
、
筑
波
大
学
教
授
）
が
対
談
を

す
る
形
で
進
め
ら
れ
、
興
味
深
い
内
容
や
資
料

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
全
三
回
で
十
九
頁
に
わ
た
り
、
字
数
四
万
字

の
大
部
の
内
容
で
あ
る
か
ら
詳
細
は
控
え
る
。

　　「
自
他
共
栄
」
の
四
文
字
は
、
中
村
伸
夫
氏

（
S 

57
筑
修
芸
、
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）
が
筆

を
運
ん
だ
。
複
数
の
書
体
か
ら
な
る
書
を
持
参

さ
れ
た
。
そ
の
中
の
一
枚
が
選
ば
れ
た
。

　「
扇
子
の
書
に
つ
い
て
」、
解
説
が
添
え
ら
れ

て
い
た
。

　「
嘉
納
治
五
郎
先
生
の
名
言
「
自
他
共
栄
」

の
四
字
を
、
繁
栄
を
象
徴
す
る
末
広
が
り
の
扇

面
揮
毫
し
た
作
品
で
す
。

　
嘉
納
先
生
は
中
国
古
代
の
思
想
書
を
愛
読
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
に
因
み
、
紀
元
前
の

古
代
文
字
を
素
材
と
し
ま
し
た
。

特
に
こ
の
作
品
は
、
秦
の
始
皇
帝
が
天
下
を
統

一
す
る
以
前
の
戦
国
時
代
に
、
南
方
の
強
国

「
楚
」
で
行
わ
れ
て
い
た
竹
簡
の
文
字
を
応
用

し
た
も
の
で
す
。

　
記
念
品
と
し
て
の
こ
の
扇
子
が
、
実
用
に
も

供
さ
れ
る
よ
う
、
清
楚
で
涼
や
か
な
表
現
と
な

る
よ
う
筆
を
運
び
ま
し
た
。」

書を手にする江田理事長と中村伸夫氏

内容については、「茗渓会ホームページ」のトップページ上の
季刊誌『茗渓』のバックナンバー（または「一覧表」）から入り、
ご覧いただきたい

中村伸夫氏の略歴
1955年　福井県福井市に誕生
1978年　東京教育大学教育学部芸術学科卒業
1979-1981年　中国政府奨学金留学生として北京に留学
1982年　筑波大学修士課程芸術研究科修了
1985年　福島大学教育学部助手（講師）
1988年　筑波大学芸術学系（現芸術系）講師
　　　　日本書芸院展　日本書芸院大賞
1995、1999年　日展特選
2004年　日本書院常任理事
2008年　書学書道史学会副理事長（2020年-　理事長）
現在　　筑波大学名誉教授
　　　　公益社団法人日展会員
　　　　読売書法会常任理事

特集　人間嘉納治五郎を語る

特集　人間嘉納治五郎を語る

特集　人間嘉納治五郎を語る

〔第１回〕
オリンピックを
世界共通の文化にしたい
〜嘉納治五郎の目指したオリンピック〜

〔第３回〕
天下のこと、天下これより
偉なるはなし
〜教育者としての嘉納治五郎〜

〔第２回〕
「精力善用」と「自他共栄」
〜嘉納治五郎が求めた柔道の理念〜
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制
作
は
、
奈
良
県
葛
城
市
在
住
の
吉
岡
寛
人

氏
（
H 

10
筑
大
体
、
吉
岡
印
刷
株
式
会
社
）
が

引
き
受
け
て
く
れ
た
。

　
四
文
字
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
し
か
も
折
り
線
に

邪
魔
さ
れ
な
い
よ
う
に
配
置
す
る
に
は
、
か
な

り
の
神
経
を
使
う
そ
う
で
あ
る
。
と
く
に
、
後

尾
の
署
名
部
分
は
折
り
線
に
か
か
ら
な
い
よ
う

に
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
る
個
所
と
い
う
。

●
穆
如
清
風

　
四
十
年
前
の
「
茗
渓
会
百
周
年
記
念
」
の
際

に
も
、
扇
子
が
記
念
品
と
し
て
贈
ら
れ
た
。

　
扇
子
に
は
、「
穆
如
清
風
」
の
四
文
字
が
墨

痕
淋
漓
、
鮮
や
か
に
揮
毫
さ
れ
て
い
た
。

　「
そ
の
年
百
歳
を
迎
え
ら
れ
る
諸
橋
博
士
の

揮
毫
を
戴
く
こ
と
に
決
め
、
門
下
生
鎌
田
正
氏

を
通
じ
て
博
士
に
お
願
い
申
し
上
げ
た
」（『
茗

渓
会
百
年
史
』）
と
記
さ
れ
て
い
た
。

　
諸
橋
轍
次
（
M 

41
国
漢
）
は
快
諾
し
、
昭
和

五
十
七
年
正
月
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
。
書
に
つ

い
て
解
説
が
添
え
て
あ
る
。
茗
渓
百
年
の
先
達

の
輝
か
し
い
事
績
を
詩
経
の
語
を
借
り
て
讃
え

た
も
の
で
あ
っ
た
。

　「
穆
と
し
て
清
風
の
如
し
」
と
読
む
。
詩
経

の
烝
民
の
詩
の
中
の
一
句
で
あ
る
。
作
者
尹
吉

甫
は
周
の
宣
王
に
事
え
た
名
臣
だ
が
、
弱
き
も

の
を
し
い
た
げ
ず
、
強
き
も
の
を
恐
れ
ず
、
治

績
が
多
か
っ
た
。
し
か
も
其
の
功
を
私
せ
ず
、

宣
王
の
徳
は
和
穆
清
風
の
万
物
を
感
化
す
る
よ

う
だ
と
た
た
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
穆
は
和
な
り
と
も
、
ま
た
深
遠
な
り
と
も
解

し
て
い
る
が
、
要
す
る
に
人
柄
に
し
て
も
事
業

な
り
と
も
、
人
目
に
は
つ
か
な
い
が
自
然
に
深

く
影
響
を
他
に
及
ぼ
す
さ
ま
で
あ
る
。

　
詩
は
比
興
を
尊
ぶ
。
茗
渓
の
先
達
百
年
の
成

績
は
此
に
似
た
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
う
か
ら

茲
に
採
録
し
た
。
ま
た
扇
子
は
風
を
生
ず
る
た

め
の
も
の
だ
。」

　
壬
戌
佳
月
　
百
歳
の
老
叟
　
諸
橋
轍
次
　
記

　「
扇
子
に
つ
い
て
一
言
し
た
い
。
齢
百
歳
の

先
生
が
、
渾
身
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
も
の
さ

れ
た
と
承
る
だ
に
、
そ
の
あ
り
が
た
さ
を
覚
え

て
き
た
の
だ
が
、
そ
の
先
生
は
、
今
や
こ
れ
を

最
後
に
昇
天
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
も
う
こ
の
扇

子
は
、
た
だ
の
記
念
品
で
は
な
く
、
世
に
も
得

難
い
絶
品
と
な
っ
た
」（『
茗
渓
』
956
号
）
と
阿

部
二
郎
（
S 

9
体
甲
・
15
大
教
）
は
感
慨
を
述

べ
て
い
た
。

　
諸
橋
轍
次
は
還
暦
を
迎
え
た
昭
和
十
八
年
に

『
大
漢
和
辞
典
』
第
一
巻
を
上
梓
し
た
が
、
昭

和
二
十
年
の
東
京
大
空
襲
で
出
版
元
が
罹
災

し
、
全
巻
の
組
版
及
び
資
料
を
焼
失
し
た
。

　
戦
後
、
再
び
編
纂
作
業
に
取
り
掛
か
り
、
全

十
三
巻
が
完
成
し
た
の
は
昭
和
三
十
五
年
で

あ
っ
た
。
大
修
館
書
店
主
鈴
木
一
平
か
ら
編
纂

の
構
想
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
の
は
大
正
十
四
年
、

本
格
的
な
着
手
は
昭
和
四
年
で
あ
っ
た
か
ら
、

実
に
三
〇
年
余
に
わ
た
る
大
仕
事
で
あ
っ
た
。

　「
茗
渓
会
創
立
百
周
年
念
式
典
」
挙
行
後
の

十
一
月
に
、『
大
漢
和
辞
典
』
の
縮
刷
版
『
広

漢
和
辞
典
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
翌
月
、
諸

橋
は
逝
去
し
た
。

（『
茗
渓
百
五
十
年
誌
（
仮
称
）』
原
稿
よ
り
）

　
門
下
生
で
あ
っ
た
鎌
田
は
、
諸
橋
を
「
一
貫

し
て
儒
学
者
を
も
っ
て
自
任
」
し
、「
学
問
即

修
己
の
立
場
を
取
ら
れ
て
い
る
」
と
こ
ろ
に
、

「
修
己
治
人
を
使
命
と
す
る
儒
学
の
研
究
を
根

幹
と
さ
れ
る
先
生
の
一
大
特
色
が
あ
る
」
と
評

し
、「
学
識
徳
望
の
両
面
を
兼
ね
備
え
ら
れ
た

碩
学
大
儒
」（『
茗
渓
会
百
年
史
』ｐ
１
０
２
１
）

と
讃
え
て
、
感
銘
し
て
や
ま
な
い
事
と
し
て
、

以
下
の
逸
話
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
紀
宮
様
御
降
誕
の
前
年
、
そ
の
ご
慶
兆
が
発

表
さ
れ
た
頃
、
先
生
宅
を
お
伺
い
し
た
私
は
、

迂
闊
に
も
「
こ
の
度
も
御
命
名
撰
進
の
大
命
を

拝
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
お
尋
ね
す
る
と

先
生
は
言
下
に
、「
そ
の
様
な
事
は
な
い
」
と

語
気
を
改
め
て
申
さ
れ
、
私
は
軽
率
を
恥
じ
、

身
の
置
き
所
も
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
翌
年
、
内
親
王
様
が
御
降
誕
に
あ

ら
れ
、
先
生
が
御
命
名
撰
進
の
お
一
人
で
あ
る

こ
と
が
紙
上
に
報
道
さ
れ
た
が
、
そ
の
こ
ろ
お

伺
い
し
た
私
に
対
し
て
、
先
生
は
い
と
も
懇
ろ

に
、「
君
に
対
し
て
偽
り
を
申
し
た
こ
と
は
、

た
だ
一
度
あ
る
。
昨
年
、
君
が
尋
ね
た
御
命
名

撰
進
の
大
命
は
実
は
あ
の
時
既
に
仰
せ
つ
か
っ

て
い
た
が
、
口
に
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
ら

言
わ
な
か
っ
た
の
だ
」
と
威
儀
を
正
し
て
頭
を

下
げ
ら
れ
た
。

 

（『
茗
渓
会
百
年
史
』）

「穆如清風」の四文字が墨痕淋漓、鮮やかに揮毫
された扇子と諸橋轍次による解説書、と箱一式
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。全

国
会
員
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝

と
ご
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

今
年
こ
そ
は
、
希
望
の
も
て
る
そ
し
て

少
々
華
や
ぐ
楽
し
み
が
少
し
で
も
体
験
で
き

る
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
は
じ
め
自
然
災
害
等
の
被
害

を
被
ら
れ
、
ご
不
自
由
な
日
常
生
活
の
方
々

が
お
い
で
の
事
と
存
じ
ま
す
。
心
か
ら
の
お

見
舞
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
10
月
中
旬
頃
か
ら
、
コ
ロ
ナ
感
染
は

急
速
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
政
府
は
コ

ロ
ナ
禍
第
⚖
波
は
⚑
月
中
旬
頃
を
予
測
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
昨
今
、
新
変
異
株
⽛
オ
ミ

ク
ロ
ン
⽜
が
南
ア
フ
リ
カ
で
見
つ
か
り
、
世

界
が
警
戒
を
強
め
始
め
ま
し
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は

〝
懸
念
さ
れ
る
変
異
株
〟
に
指
定
し
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
日
常
の
生
活
の
中

で
、
感
染
対
策
を
気
を
ゆ
る
め
る
こ
と
な
く

励
行
し
、
終
息
に
向
か
っ
て
努
力
に
勉
め
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
本
年
は
茗
渓
会
に
と
っ
て
歴
史
的

な
行
事
、
ま
た
宿
願
で
も
あ
る
茗
渓
創
基
150

年
記
念
事
業
の
主
要
行
事
の
実
施
年
に
当
り

ま
す
。
そ
し
て
本
事
業
展
開
に
よ
り
次
の
時

代
へ
の
進
歩
の
契
機
と
し
た
い
希
望
の
年
で

も
あ
り
ま
す
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
第
⚗
回
通
常
総
会
の

理
事
長
挨
拶
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

ま
す
。

⽛
⚒
⚐
⚒
⚒
年
に
茗
渓
創
基
150
年
を
迎
え

る
に
当
り
、本
年
⚑
月
、本
部
理
事
会
は〝
茗

渓
創
基
150
年
記
念
事
業
準
備
室
〟
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
の
意
義
は
、
150
年
の

歴
史
の
中
で
、
時
代
を
乗
り
越
え
て
本
会
が

連
綿
と
活
動
し
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
敬
意

を
表
す
る
と
と
と
も
に
、
茗
渓
の
先
達
に
思

い
を
馳
せ
、
レ
ガ
シ
ー
を
大
切
に
し
て
、
未

来
に
亘
り
本
会
の
新
た
な
発
展
を
期
す
る
意

義
あ
る
記
念
事
業
を
興
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

茗
渓
の
仲
間
に
役
立
ち
、
よ
り
絆
を
深
め

る
互
助
の
事
業
と
し
て
、
ま
た
、
次
世
代
へ

の
伝
統
継
承
の
事
業
と
し
て
計
画
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。⽜（⽛
茗
渓
⽜
⚒
⚐
⚑
⚘
年
夏

号
）以

来
、
記
念
事
業
実
行
準
備
会
（
準
備
室

を
改
称
）
が
中
心
と
な
り
、
毎
回
の
理
事
会
、

各
種
委
員
会
等
々
で
議
論
を
深
め
準
備
・
実

施
を
進
行
し
て
参
り
ま
し
た
。
毎
回
の
通
常

総
会
、
季
刊
誌
⽛
茗
渓
⽜、
茗
渓
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
そ
の
他
の
機
会
を
通
し
て
お
知
ら
せ
し
て

い
る
通
り
で
す
。

た
だ
、
ま
こ
と
に
残
念
な
こ
と
に
、
ほ
ぼ

⚒
年
間
に
亘
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
幾
つ
か
の
事

業
が
中
止
・
延
期
、
或
い
は
修
正
を
余
儀
な

く
せ
ざ
る
を
得
な
い
経
過
で
も
あ
り
ま
し
た
。

令
和
⚒
年
の
〝
追
悼
の
つ
ど
い
〟
は
、
結

果
と
し
て
不
開
催
。そ
こ
で
令
和
⚓
年
の〝
追

悼
の
つ
ど
い
〟
に
前
年
度
と
併
せ
て
行
う
こ

と
を
決
意
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
に
ら
み

な
が
ら
、
11
月
23
日
に
と
決
め
、
万
全
の
対

応
策
の
中
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
茗
渓
の
歴
史
の
中
で
、
明
治
18
年
か
ら
合

祀
慰
霊
祭
（
現
在
は
追
悼
の
つ
ど
い
）
が
不

開
催
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
20
年
の
終
戦
の

年
と
令
和
⚒
年
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
行
動
規

制
の
年
の
⚒
回
で
あ
り
ま
し
た
。】

開
催
当
日
は
、
前
年
度
を
含
め
302
柱
の
追

悼
の
式
を
予
定
通
り
挙
行
で
き
ま
し
た
。
御

加
護
あ
っ
て
の
こ
と
と
す
べ
て
に
感
謝
申
し

あ
げ
た
い
真
情
で
し
た
。
列
席
の
ご
遺
族
27

組
46
人
の
方
々
が
、
式
典
及
び
後
半
の
懇

談
・
懇
親
の
会
に
、
故
人
の
足
跡
に
思
い
を

馳
せ
な
が
ら
、
ご
遺
族
同
士
の
打
ち
と
け
た

交
流
の
実
を
あ
げ
て
下
さ
っ
た
こ
と
は
本
会

に
と
っ
て
も
意
義
深
い
も
の
で
し
た
。
行
動

規
制
の
大
幅
緩
和
の
期
間
で
も
あ
り
、
実
施

で
き
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
好
都
合
で
し
た
。

今
後
、
重
要
な
行
事
の
茗
渓
創
基
150
年
記

念
式
典
が
⚔
月
29
日
(祭
)開
催
で
準
備
が
進

ん
で
い
ま
す
。（
詳
細
は
当
実
行
準
備
委
員

会
の
ご
案
内
を
参
照
の
こ
と
）

ま
た
、
⚑
年
間
の
延
長
で
、
難
儀
を
繰
り

返
し
て
い
ま
す
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部

全
国
展
開
発
表
の
会
は
10
月
⚒
日
(日
)を
予

定
し
て
準
備
進
行
中
で
す
。

記
念
誌
⽛
茗
渓
創
基
150
年
の
歩
み
⽜
は
次

年
度
発
刊
で
は
あ
り
ま
す
が
、
諸
作
業
等
は

年
内
で
の
工
程
で
あ
り
、
現
在
編
集
関
係
は

鋭
意
取
り
組
み
中
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
記
念
事
業
に
関
し
て
は
、
全
国
の

会
員
の
皆
様
が
何
ら
か
の
在
り
方
で
参
加
・

関
り
が
で
き
る
こ
と
を
一
貫
し
て
願
っ
て
参

り
ま
し
た
。
幸
い
、
今
ま
で
に
多
数
の
方
々

の
お
力
添
え
を
得
て
進
ん
で
参
り
ま
し
た
。

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
た
だ
今
で
は
、
最
後
の
仕
上
げ

の
期
間
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

本
部
理
事
会
は
〝
盡
己
竢
成
〟（
嘉
納
先
生

の
お
言
葉
）
を
体
現
す
べ
く
全
力
で
事
に
当

る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

茗
渓
会
の
記
念
事
業
は
、
全
国
会
員
の
皆

様
の
お
力
で
立
派
に
遂
行
で
き
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
願
い
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

3

新
年
の
ご
挨
拶

一
般
社
団
法
人
茗
渓
会

理
事
長
江
田

昌
佑
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
、
茗
渓
会
の
皆
様
に
は
様
々
な

ご
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

猛
威
を
奮
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
昨
年
⚘
月
に
は
一
日
あ
た
り
⚒
⚕
、

⚐
⚐
⚐
人
を
越
え
る
新
規
感
染
者
を
出
し
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
11
月
末
に
は
一
日

あ
た
り
100
人
を
下
回
る
状
況
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
油
断
は
禁
物
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
共
存
す
る
新
し
い
日
常
が
始
ま
り
ま

し
た
。
我
が
国
で
は
、
⚒
⚐
⚒
⚐
年
⚑
月
、

ク
ル
ー
ズ
船
の
乗
客
に
感
染
者
が
見
つ
か
っ

て
か
ら
、
実
に
⚒
年
近
く
の
月
日
が
流
れ
ま

し
た
。
今
で
は
、
本
学
で
も
キ
ャ
ン
パ
ス
は

開
放
さ
れ
、
授
業
や
課
外
活
動
も
平
常
状
態

に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
授
業
に
つ
い
て
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
と
オ
ン
サ
イ
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
の

良
さ
を
活
か
し
て
、
両
者
を
組
み
合
わ
せ
て

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
夏
に
は
、
東
京
で
⚒
度
目
と
な
る

東
京
⚒
⚐
⚒
⚐
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
残
念
な

が
ら
、
競
技
場
で
の
観
戦
は
か
な
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
テ
レ
ビ
な
ど
を
通
じ
て
世
界
中

の
ア
ス
リ
ー
ト
の
活
躍
に
胸
を
躍
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
障
害
を
持
っ
た
選
手
た
ち

が
極
め
て
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
大
会
で
し
た
。

筑
波
大
学
は
ス
イ
ス
チ
ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン

プ
地
と
な
り
、
多
く
の
教
職
員
と
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
ス
イ
ス
チ
ー
ム
を
支
え
ま
し
た

（
写
真
）。
そ
の
結
果
、
ス
イ
ス
チ
ー
ム
の
選

手
達
か
ら
は
感
謝
の
み
な
ら
ず
、
つ
く
ば
へ

の
好
感
を
表
す
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
在
学
生
や
卒
業
生
も
活
躍
い
た

し
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
合
わ
せ
て
⚒
つ
の
金
メ
ダ
ル
、
⚓
つ
の

銀
メ
ダ
ル
、
⚔
つ
の
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま

し
た
。
男
子
柔
道
81
㎏
級
で
は
卒
業
生
の
永

瀬
貴
規
さ
ん
が
本
学
に
こ
の
種
目
初
の
金
メ

ダ
ル
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
⚔
月
か
ら
は
、
第
⚔
期
中
期
目
標
期

間
が
始
ま
り
ま
す
。
第
⚓
期
中
期
目
標
期
間

で
は
、⽛
国
際
性
⽜
と
⽛
学
際
性
⽜
を
キ
ー
ワ

ー
ド
と
し
て
、
本
学
の
強
み
を
強
調
す
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
新
年
度
か
ら

は
、⽛
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
⽜
と
⽛
固

定
化
さ
れ
た
社
会
の
変
革
⽜
を
目
指
し
て
、

歩
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
建
学

の
理
念
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
、
契
約
、
約
束
な
ど

を
意
味
し
ま
す
が
、
本
質
的
に
は
あ
る
対
象

へ
の
愛
着
や
没
頭
、
自
発
的
な
貢
献
意
欲
な

ど
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
学
と
多

様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
互
い
に
貢
献
し

合
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
解
釈
し
て

い
ま
す
。
分
断
や
差
別
な
ど
で
固
定
化
さ
れ

た
社
会
を
よ
り
良
い
社
会
に
、
w
ell-being

が
実
感
で
き
る
社
会
に
変
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
今
年
⚔
月
か
ら
は
、

指
定
国
立
大
学
法
人
と
し
て
の
日
々
が
始
ま

り
ま
す
。
指
定
国
立
大
学
法
人
は
、
世
界
最

高
水
準
の
教
育
研
究
活
動
の
展
開
が
相
当
程

度
見
込
ま
れ
る
国
立
大
学
法
人
を
文
部
科
学

大
臣
が
指
定
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
に

10
の
大
学
（
東
北
、
筑
波
、
東
京
、
東
京
工

業
、
一
橋
、
東
京
医
科
歯
科
、
名
古
屋
、
京

都
、
大
阪
、
九
州
）
が
指
定
を
受
け
て
い
ま

す
。
長
年
の
先
輩
諸
氏
の
弛
ま
ぬ
ご
努
力
と

そ
れ
に
よ
り
挙
げ
ら
れ
た
数
々
の
成
果
の
上

に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
教
職
員
、
学

生
一
同
、
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
、
教
育
・

研
究
を
始
め
日
々
の
活
動
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

本
学
は
、
本
年
の
元
旦
を
迎
え
る
と
と
も

に
、
⚙
ヶ
月
後
に
は
師
範
学
校
か
ら
数
え
て

創
基
150
年
を
迎
え
ま
す
。
国
立
（
創
基
当
時

は
官
立
）
の
高
等
教
育
機
関
と
し
て
は
最
初

に
150
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
し
て
、
⚑

年
⚙
ヶ
月
後
に
は
筑
波
大
学
は
開
学
50
周
年

を
迎
え
ま
す
。
記
念
式
典
（
開
学
50
周
年
・

創
基
151
年
）
の
た
め
の
準
備
も
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
築
き
上
げ
て
き
た
レ
ガ

シ
ー
、
様
々
な
教
育
・
研
究
の
成
果
を
礎
に
、

次
の
50
年
に
向
か
っ
て
し
っ
か
り
と
歩
み
続

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
研
究
力
と
人
材

育
成
力
を
磨
き
上
げ
、
世
界
に
伍
す
る
大
学

へ
と
成
長
で
き
る
よ
う
に
研
鑽
を
続
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
加
え
て
、
そ
の
記
念
日

が
過
ぎ
れ
ば
、
法
人
化
後
20
年
を
迎
え
ま
す
。

法
人
化
と
は
、
国
立
大
学
の
経
営
体
へ
の
転

換
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
国
か
ら
の
運
営
費

交
付
金
は
大
学
活
動
の
基
盤
を
支
え
る
も
の

で
は
あ
っ
て
も
、
大
学
の
夢
を
叶
え
る
た
め

に
は
全
く
十
分
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
学
の
経
営
強
化
を
図
り
、
全
筑
波
大
学
人

が
協
力
し
て
、
本
学
の
夢
、
本
学
に
関
わ
る

者
と
関
わ
っ
た
者
の
夢
、
本
学
に
期
待
し
て

く
れ
て
い
る
人
々
の
夢
を
実
現
し
て
ま
い
り

ま
す
。

本
学
は
激
動
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中

で
、
社
会
を
変
革
す
る
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
、

世
界
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
生
み
出
し
、
社
会

の
既
存
の
価
値
を
変
え
る
よ
う
な
教
育
・
研

究
を
行
う
決
心
で
す
。
伝
統
あ
る
貴
会
と
同

窓
生
諸
兄
姉
に
は
、
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
学
の

様
々
な
活
動
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
本
年

も
引
き
続
き
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

4

筑
波
大
学
長
年
頭
挨
拶

筑
波
大
学
長
永
田

恭
介

ス
イ
ス
チ
ー
ム
の
練
習
風
景

（
筑
波
大
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

総
合
推
進
室
Ｈ
Ｐ
よ
り
）
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す
べ
て
の
茗
渓
会
員
の
皆
さ
ん

世
界
的
規
模
で
席
巻
し
た
CO
V
ID
-19
の
影

響
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り
の
人
生

観
に
基
づ
く
考
え
と
行
動
等
が
あ
り
、⽛
コ
ロ

ナ
禍
⽜
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
第
七
回
一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
定
時

総
会
に
お
い
て
、
江
田
昌
佑
理
事
長
か
ら
次
の

よ
う
な
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
(抜
粋
)

⽛
二
〇
二
二
年
に
茗
渓
創
基
一
五
〇
年
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
本
年
(二
〇
一
九
)一
月
、
本

部
理
事
会
は
⽛
茗
渓
創
基
一
五
〇
年
記
念
事
業

準
備
室
（
現
在
、
同
実
行
委
員
会
）⽜
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
の
意
義
は
、
一
五
〇
年
の
歴
史
の

中
で
、
時
代
を
乗
り
越
え
て
本
会
が
連
綿
と
活

動
し
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
敬
意
を
表
す
と
と

も
に
、
茗
渓
の
先
達
に
思
い
を
馳
せ
、
レ
ガ
シ

ー
を
大
切
に
し
て
、
将
来
に
亘
り
本
会
の
新
た

な
る
発
展
を
期
す
る
意
義
あ
る
記
念
事
業
を
興

す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。⽜

主
な
記
念
事
業
は
、

⑴

前
倒
し
事
業
と
し
て
、

•
占
春
園
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

•
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
の
発
足

⑵

主
用
事
業
と
し
て

•
茗
渓
創
基
一
五
〇
年
記
念
式
典

•
産
業
人
倶
楽
部
全
国
展
開
発
表
の
会

•
記
念
誌
の
発
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

以
下
、⽛
茗
渓
創
基
一
五
〇
年
記
念
式
典
⽜
の

案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


茗
渓
創
基
一
五
〇
年
記
念
式
典
の
概
要

•
日
時

令
和
四
年
四
月
二
十
九
日
(金
)

•
会
場

茗
渓
会
館

•
式
典

•
懇
親
会

•
閉
会

【
式
典
】
十
三
時
～

•
開
会
の
言
葉

•
式
辞

•
祝
辞

•
来
賓
紹
介

•
表
彰
状
・
感
謝
状
贈
呈

•
一
五
〇
年
記
念
事
業
報
告

•
記
念
写
真
・
宣
揚
歌

【
懇
親
会
】
十
四
時
～

•
参
加
費

五
千
円
（
参
加
者
全
員
）

•
記
念
品

扇
子

以
上
が
、
記
念
式
典
の
概
要
で
す
。

開
催
予
定
日
の
四
月
二
十
九
日
は
、
神
田
明

神
境
内
の
雪
月
楼
の
会
合
で
⽛
相
共
に
茗
渓
の

上
に
於
い
て
蛍
雪
を
倶
せ
し
…
同
窓
の
交
誼
を

継
続
し
、
共
に
教
育
の
進
歩
を
謀
る
⽜
目
的
で

同
窓
会
が
設
立
さ
れ
、⽛
茗
渓
会
⽜
と
名
付
け
ら

れ
た
日
で
あ
り
ま
す
。
明
治
十
九
年
の
こ
と
で
、

母
校
創
立
か
ら
十
年
目
に
当
り
ま
す
。

わ
ず
か
十
九
人
か
ら
の
出
立
で
し
た
が
、
現

在
は
、
登
録
会
員
五
万
人
余
の
、
堂
々
た
る
組

織
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
節
目
の
式
典
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ

き
た
く
存
じ
ま
す
。
グ
ラ
ン
ド
テ
ー
マ
⽛
伝
承

と
創
造
⽜
の
下
で
、⽛
茗
渓
創
基
一
五
〇
年
⽜
を

お
祝
い
し
、
吾
ら
が
時
代
の
さ
ら
な
る
地
平
を

望
む
会
と
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

式
典
当
日
は
、
コ
ロ
ナ
禍
事
情
を
考
慮
し
な

が
ら
、
全
国
の
仲
間
が
集
う
懇
親
の
場
を
用
意

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


茗
渓
会
創
立
百
周
年
記
念
式
典
・
祝
宴

四
〇
年
前
の
茗
渓
会
百
周
年
記
念
行
事
の
様

子
を
覗
い
て
み
た
い
。
茗
渓
学
園
創
設
⚓
年
後

に
、
茗
渓
会
は
百
周
年
を
迎
え
た
。
記
念
事
業

と
し
て
、
茗
渓
学
園
の
創
設
、
茗
渓
会
百
年
史

の
編
纂
、
そ
し
て
記
念
式
典
が
予
定
さ
れ
た
。

記
念
行
事
は
、
昭
和
五
十
七
年
、
母
校
創
立

記
念
の
日
（
十
月
三
十
日
）
に
開
催
さ
れ
た
。

式
典
は
附
属
小
学
校
講
堂
、
祝
賀
会
は
茗
渓

会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
費
は
一
万
円
、
贈

品
は
⽝
茗
渓
会
百
年
史
⽞
と
扇
子
で
あ
っ
た
。

筑
波
大
学
男
声
合
唱
団
と
茗
渓
学
園
吹
奏
楽

部
の
演
奏
が
華
を
添
え
、
上
映
さ
れ
た
⽛
筑
波

大
学
⽜
は
、
参
加
者
を
感
無
量
と
さ
せ
た
。

当
日
の
参
加
は
多
数
に
及
ぶ
と
見
込
ま
れ
、

式
典
会
場
を
附
属
小
学
校
と
し
た
。
祝
賀
会
場

は
茗
渓
会
館
で
あ
る
。
移
動
距
離
が
長
く
⽛
荒

天
と
な
ら
ぬ
こ
と
を
祈
る
の
み
で
あ
っ
た
⽜
と
、

式
典
委
員
の
阿
部
二
郎
は
述
懐
す
る
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
会
場
移
動
が
て
ら

⽛
荒
れ
た
ま
ま
昔
を
語
る
占
春
園
⽜
を
漫
ろ
歩

く
こ
と
が
で
き
た
。
祝
宴
は
参
加
多
数
に
及
び

各
階
分
散
の
宴
席
で
あ
っ
た
が
、
各
自
適
宜
に

席
を
得
て
、⽛
狭
い
な
が
ら
も
我
が
家
と
ば
か
り
、

心
行
く
ま
で
手
を
取
り
声
を
張
り
上
げ
歓
を
尽

く
し
て
お
ら
れ
た
光
景
⽜
が
各
階
で
繰
り
広
げ

ら
れ
、⽛
流
石
、
水
よ
り
も
濃
い
血
で
結
ば
れ
た

茗
渓
同
士
の
真
の
姿
な
る
か
と
、
ほ
ほ
え
ま
し

く
も
頼
も
し
い
限
り
で
あ
っ
た
⽜
と
、
阿
部
は

感
動
し
、⽛
前
日
ま
で
、
天
気
と
こ
の
分
散
方
式

で
頭
を
痛
め
た
こ
と
が
、
全
く
杞
憂
に
す
ぎ
な

か
っ
た
⽜
と
述
懐
し
て
い
た
。

5

開
催
案
内

茗
渓
創
基
一
五
〇
年
記
念
式
典

茗
渓
創
基
一
五
〇
年
記
念
式
典

明
治
期
か
ら
築
い
て
き
た
一
五
〇
の
年
輪
を
誇
り
と
し
、

確
か
な
未
来
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
！

茗渓創基150年記念事業実行委員会
一般社団法人 茗渓会
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◇
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部

全
国
展
開
発
表
の
会

昨
年
の
一
〇
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
会

合
で
し
た
。
一
五
〇
年
記
念
式
典
前
に
開
催
す

る
予
定
で
し
た
。
茗
渓
会
の
行
く
末
を
占
う
も

の
と
し
て
最
も
相
応
し
い
企
画
と
考
え
て
い
た

か
ら
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
日
本
列
島
を
不
安

に
陥
れ
た
昨
年
の
夏
に
延
期
を
判
断
し
、
晩
秋

の
理
事
会
（
11
／

23
）
で
、
今
年
の
一
〇
月
開
催

を
決
定
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
成
功
さ
せ
て
、
茗
渓
創
基
一
五
〇
年
以

後
の
茗
渓
会
の
更
な
る
発
展
の
礎
と
し
た
い
。

こ
れ
が
祈
り
に
も
似
た
願
い
で
す
。

茗
渓
創
基
一
五
〇
年
を
機
に
新
企
画
さ
れ
た

⽛
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
⽜
は
、
首
都
圏
に

限
ら
ず
各
地
域
（
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
）
等
を
単
位

と
し
て
、
教
育
界
と
産
業
界
（
官
界
も
含
む
）

の
大
同
団
結
を
目
指
す
こ
と
を
企
図
し
て
き
ま

し
た
。
全
国
展
開
を
目
指
す
と
い
う
意
図
は
、

こ
れ
ま
で
の
動
き
と
一
線
を
画
し
ま
す
。

昨
年
の
季
刊
誌⽝
茗
渓
⽞正
月
号
(⚑
⚑
⚐
⚗
)

に
各
地
域
の
活
動
報
告
を
一
挙
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
、

茗
溪
会
が
⽛
教
員
だ
け
の
会
⽜
と
い
う
印
象
の

ま
ま
運
営
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
⽛
半
ば
必
然
的

と
も
い
う
べ
き
組
織
的
・
将
来
的
課
題
⽜（
埼
玉

支
部
）
と
し
、
事
態
を
打
開
し
よ
う
と
す
る
動

き
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
動
き

の
集
約
こ
そ
が
⽛
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部

全
国
展
開
発
表
の
会
⽜
と
お
考
え
下
さ
い
。

参
加
は
自
由
で
す
。
久
し
ぶ
り
の
全
国
レ
ベ

ル
の
会
合
で
す
。⽛
秋
の
定
時
総
会
⽜
と
お
考
え

い
た
だ
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
事
情
次
第
で
は
あ

り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
ぜ
ひ
、
ご
参
加
下
さ
る
よ
う

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

6

茗渓創基150年記念事業

茗渓・筑波産業人倶楽部
全国展開発表の会

日 時：令和⚔年10月⚒日(日) 13：00－16：00
場 所：茗渓会館 ⚒階⽛茗渓の間⽜

⚑．講話の部
⑴挨 拶：茗渓会理事長
⑵講 話：コロナ禍を越えて明日を拓く(仮題)
講 師：長瀬 要石氏(教大農経1960卒、茗渓会穆談会)

⚒．全国展開発表の部
⑴挨 拶：井口副理事長(茗渓・筑波産業人倶楽部運営部参与)
来賓挨拶：佐藤 忍(特別理事)
⑵報 告：
⽛産業人倶楽部⽜発足の歩み 廣田理事(茗渓会組織委員長)
⽛産業人倶楽部⽜主催の⽛OB・OGキャリアカフェの活動⽜

⑶シンポジウム：全国各ブロックの動向 ⽛設立と未来に向かって⽜
関東・甲信越ブロック、近畿ブロック、九州ブロック、その他

⑷意見交換
⑸記念写真・宣揚歌

⚓．懇親の部

⚔．閉 会

【講師紹介】長瀬 要石(ながせ ようせき)氏
略 歴
昭和35年 東京教育大学 農村経済学科卒業
同年 農林省入省

昭和41年 経済企画庁（現内閣府）に出向・移籍
昭和49年 大臣秘書官（福田赳夫副総理・経済企画庁長官）
昭和61年 通商産業省中小企業庁指導部長
平成元年 国土庁計画・調整局長
平成⚓年 経済企画庁物価局長
平成⚔年 経済企画庁総合計画局長
同年 経済企画庁調整局長

平成⚕年 ㈶機械振興協会副会長・経済研究所長
平成⚘年 ㈱富士通総研副理事長
平成⚙年 海外経済協力基金副総裁
平成11年 国際協力銀行副総裁
平成14年 コーエイ総研会長
現 在 NPO法人開発政策研究機構理事

公益財団法人都市化研究公室評議員会議長

著 述
⽛分水嶺に立つ日本経済⽜（1995、筑波書房）
⽛日本経済の分水嶺 平成から令和へ⽜（2019、22世紀アート）
⽛評伝 福田赳夫⽜(共著)(岩波書店、2021.7 刊行予定）ほか

コロナ禍を越えて明日を拓く(仮題) 要旨
★コロナ禍は、各国の統治力の巧拙を白日のもとに晒した。日本はどうか。
石油危機やバブル崩壊の経験と対比しながら、日本社会の強みと統治の
弱みを捉えてみたい。
★危機は、経済や産業、働き方や住まい方、国際関係などの転換を促すきっ
かけともなる。日本はこのコロナ禍を、明日への適応と転換のチャンス
としてどう生かしたらよいか。
★コロナ禍で、2020年代がかかえる日本の課題は難しさを増した。平成が
令和に先送りした重荷にコロナ禍のツケが上乗せされたからである。も
はや、課題解決の先送りは許されないだろう。
★茗渓・筑波産業人とその全国ネットワークに期待するところ大である。
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令和⚓年度 教職相談窓口 一覧
筑波大学 社会連携課教職サポートルーム相談窓口（任期Ｒ3.4.1～Ｒ4.3.31）
番号 名 称 姓 名 卒年 卒科･群 役職⚑(茗渓会関係) 役職⚒(自治体)
1 連携課 武 井 秀 一 昭51 教大化 教職部会員 元/土浦第一高等学校 校長
2 連携課 青 砥 武 夫 昭55 筑二農林 会員 元/水戸農業高等学校 校長
3 連携課 佐 藤 達 昭53 教大農化 会員 元/水戸市立第四中学校 校長
4 連携課 植 木 邦 夫 昭58 筑二人間 (教職部会員) 前/土浦第一高等学校 校長

茗渓会窓口（任期Ｒ3.9.1～Ｒ4.8.31)
番号 名 称 姓 名 卒年 卒科･群 役職⚑(茗渓会関係) 役職⚒(自治体)
1 北海道 川 口 淳 昭58 筑修教 代議員 札幌龍谷学園高等学校 校長
2 青 森 前 田 済 昭59 筑一自 支部長 青森大学 教授
3 岩 手 清 水 将 平10 筑修教 会員 岩手大学教育学部 准教授
4 宮 城 齊 隆 昭57 筑一自 前/支部長、顧問 岩沼市教育委員会教育総務課 教育指導専門監
5 秋 田 猿 橋 薫 昭57 筑体 会員 前/県立雄物川高等学校 校長
6 山 形 鳥 羽 聡 平08 筑体 事務局長 県高等学校体育連盟 事務局長
7 福 島 大 沼 博 文 昭56 筑二人間 支部長 (公財)福島県文化振興財団 理事長
8 茨 城 髙 村 祐 一 昭61 筑一人文 支部長 県立水戸第一高等学校・附属中学校 校長
9 栃 木 上 岡 利 夫 昭53 筑一自 元/支部長 宇都宮大学 教職センター特任教授
10 群 馬 西 村 琢 巳 平03 筑修教 会員 県立前橋女子高等学校 校長
11 埼 玉 田 中 邦 典 平04 筑修教 会員 県教育局高校教育指導課 教育指導幹
12 千 葉 百 瀬 明 宏 昭55 筑一人文 支部長、理事 秀明大学 教授
13 東 京 髙 橋 基 之 昭53 筑一自 支部長、理事 東邦音楽大学附属中学校・高等学校 校長
14 神奈川 大 畑 多津雄 昭52 教大数 支部長 神奈川工科大学 教職教育センター 支援室長
15 山 梨 小 俣 宏 記 昭59 筑体 支部長 県立城西高等学校 校長
16 長 野 巻 山 圭 一 昭59 筑一人文 支部長、代議員 県立松本蟻ケ崎高等学校 校長
17 新 潟 山 下 幸 治 平08 筑芸修 事務局長 県立柏崎総合高等学校 教頭
18 富 山 福 島 英 晴 昭57 筑三情 支部長 県立富山高等学校 教諭(再)
19 石 川 居 村 吉 記 平01 筑体 会員 県教育委員会保健体育課 課長
20 福 井 金 﨑 肇 昭59 筑一自 支部長 県立羽水高等学校 校長
21 静 岡 小 川 伸 吾 昭60 筑一人文 支部長 県立沼津西高等学校 校長
22 愛 知 蟹 江 吉 弘 昭61 筑一人文 事務局長、代議員 県立横須賀高等学校 校長
23 岐 阜 鈴 木 健 昭59 筑二生 支部長 県立岐阜北高等学校 校長
25 三 重 岡 村 芳 成 昭63 筑体 支部長 県立四日市中央工業高等学校 校長
24 滋 賀 藤 江 隆 史 平08 筑一自 事務局長 県文化スポーツ部競技力向上対策課 副主幹
26 京 都 三 橋 利 彦 昭58 筑隊 支部長 府立東稜高等学校 教諭(再)
27 大 阪 岡 村 多加志 昭55 筑一自 代議員 府立生野高等学校 校長
28 兵 庫 升 川 清 則 昭59 筑体 支部長、代議員 県立兵庫高等学校 校長
29 奈 良 井 上 徳 之 昭58 筑一自 事務局長 県立高田高等学校 教諭(再)
30 和歌山 岡 本 規 平05 筑体 庶務 (公社)和歌山県体育協会 事務局長
31 鳥 取 小 倉 建 一 昭53 筑体 支部長 前/県立八頭高等学校 校長
32 島 根 野々村 卓 昭58 筑一人文 代議員 県立安来高等学校 教諭(再)
33 岡 山 長 尾 隆 史 昭55 筑体 支部長 前/岡山県立水島工業高等学校校長
34 広 島 谷 川 秀 樹 昭60 筑体 会員 県立祇園北高等学校 教諭
35 山 口 藤 本 秀 夫 平05 筑修体 事務局長 宇部フロンティア大学付属香川高等学校 教諭
36 徳 島 田 北 直 樹 平05 筑体 事務局 県体育学校安全課 主任
37 香 川 山 本 主 税 平01 筑一人文 元/支部長、代議員 県立小豆島中央高等学校 校長
38 愛 媛 星 川 志 朗 昭61 筑修教 支部長 県立新居浜南高等学校 校長
39 高 知 田 頭 克 文 昭57 筑体 支部長 県立高岡高等学校 校長
40 福 岡 稲 富 勉 昭61 筑体 支部長、代議員 福岡県立スポーツ科学情報センター 所長
41 佐 賀 松 雪 誉 昭61 筑体 支部長、代議員 県立鳥栖高等学校 校長
42 長 崎 山 口 千 樹 昭60 筑二生 支部長、代議員 県立長崎北陽台高等学校 校長
43 熊 本 寺 本 護 平08 筑体 前/事務局長 県教育庁学校安全安心推進課 課長補佐
44 大 分 田 崎 弘 宣 昭63 筑体 前/事務局長 県立安心院高等学校 主幹教諭
45 宮 崎 松 田 太 郎 平04 筑芸 会員 県立宮崎商業高等学校 教頭
46 鹿児島 鹿 倉 貢 昭57 筑体 前/事務局長 (公財)鹿児島県学校給食会 理事長
47 沖 縄 三 輪 一 義 平02 筑修体 事務局長 琉球大学教育学部 教授
＊所属⚑の支部長はそれぞれの地域(支部)の長、会員はその地域の会員
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一般社団法人 茗渓会 理事長

江田 昌佑
(昭和30教大体)

•筑波大学名誉教授

一般社団法人 茗渓会 副理事長

井口 武雄
(昭和40教大法政)

•企画運営委員会委員長
•三井住友海上火災保険名誉顧問

一般社団法人 茗渓会 副理事長

阿江 通良
(昭和57筑博体)

•学生活動支援事業選考委員会委員長
•日本体育大学教授

一般社団法人 茗渓会 常務理事

川田 孝一
(昭和39教大総農)

•茗渓創基150年記念事業委員会委員長
•桜美林大学入学部相談役

一般社団法人 茗渓会 常務理事

矢野 正人
(昭和53教修農)

本年は茗渓会にとって記念すべき年です｡
事務局一丸となって下支えをいたします｡

矢野 正人(Ｓ53教修農、事務局長)
室岡 和彦(Ｈ⚑筑修教、大塚･筑波事務所長)
大根 田裕(Ｓ54筑自然、事務所長代理)
瀧下 芳彦(Ｓ56筑基礎工、事務所長代理)
會田 芳光(元筑大職員、局長代理、会計)
前田 三郎(Ｓ48教農工、編集、柴田育英会)
野崎 芳恵(Ｈ12筑日日、局長補佐)
埜渡真樹子(Ｈ17筑人文、局長補佐)
立山 雅博(元筑大職員、所長補佐)
小山 惠子(元筑大職員、大塚事務所総務)
宮本 靖子(元筑大職員、筑波事務所総務)

一般社団法人 茗渓会 理事

新井 達郎
(昭和56筑博化)

•大学つくば地域支援委員長
•筑波大学名誉教授

一般社団法人 茗渓会 理事

佐藤 忍
(昭和60筑博生物)

•特別理事
•筑波大学生命環境系教授

一般社団法人 茗渓会 理事

佐藤 順一
(昭和56筑一社会)

•茗渓・筑波産業人倶楽部運営部会部長
•(株)カクヤスグループ代表取締役社長

⽛天下の師表たらんと青雲の思いを胸に、私達は笈を負って教育の総本山、憧れの桐花寮の門をくぐった⽜
（⽝茗渓⽞966号）。昭和19(1944)年、堀江澄男氏（1948理四）の回想である。

明治⚕(1872)年、昌平黌の講堂を仮用し、二人の日本人（校長諸葛信澄、通訳坪井玄道）と米国人教師
スコット（Marion McCarrell Scott）、この細やかな陣容からʠ茗渓の流れʡは始まる。他方、茗渓会は、
その10年後、神田明神雪月楼の会合で⽛相共に茗渓の上に於いて蛍雪を倶せし…同窓の交誼を継続し、共
に教育の進歩を謀る⽜目的で同窓会を設立し、⽛茗渓会⽜と名付けた。

茗渓創基以来、幾度か母校は校名や目的・性格を変更をしてきた。第⚖代理事長の柴田周吉は、この茗
渓の流れを⽛よく戦いよく順応した⽜と評した。茗渓の歴史は⽛伝承と創造⽜により幾多の時代を拓き、
いま、茗渓創基150年を迎えている。

平成最後の定時総会を機に、占春園再生事業を始めとする記念事業が先行実施され、醵金の呼びかけもな
されました。その矢先のコロナ騒動は百年前のパンデミックにも似ています。百年前は、その只中で母校昇
格運動が展開され、宣揚歌が作られました。百年後に生きる茗渓人は、コロナ禍の中で、いかんともしがた
く、もどかしい気持ちでおります。せめて、ʠ未来への創造を目指すʡ寄す処として、茗渓会理事及び監事に
よる賀詞交換をさせていただき、その掲載料を寄付とすることとしました。

んと青雲の思いを胸に 私達は笈を負 て教育の総本山 憧れの桐花寮の門をくぐ た

祝 茗渓創基150年祝 茗渓創基150年
謹賀新年
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一般社団法人 茗渓会 理事

真田 久
(昭和54筑体)

•茗渓創基150年記念誌編集委員長
•筑波大学特命教授

一般社団法人 茗渓会 理事

髙橋 基之
(昭和53筑一自)

•教職研修部会部長
•東邦音楽大学附属中高等学校長

一般社団法人 茗渓会 理事

田中 正造
(昭和36教大健)

•地代問題検討会議委員
•(財)筑波学都資金財団理事長

一般社団法人 茗渓会 理事

谷出 正直
(平成17筑修体)

•組織委員会副委員長
•採用コンサルタント・アナリスト

一般社団法人 茗渓会 理事

西川 綾子
(昭和58筑二農)

•広報委員会副委員長
•(元)水戸植物園長

一般社団法人 茗渓会 理事

早川 源一
(昭和51教大東洋史)

•広報委員会委員長
•(元)独立行政法人教職員支援機構

一般社団法人 茗渓会 理事

春山 賢男
(昭和57埼玉大院)

•組織委員会委員
•秀明大学客員教授・同教育研究所教授

一般社団法人 茗渓会 理事

廣田 則夫
(昭和53筑一社)

•組織委員会委員長
•(元)日立建機 執行役常務

一般社団法人 茗渓会 理事

福岡 一雄
(昭和32教大法政)

•組織委員会副委員長
•福岡経営労務事務所長

一般社団法人 茗渓会 理事

宮尾 徹
(昭和54筑二農林)

•財務法務委員会委員長
•海外貨物検査(株)経理部長

一般社団法人 茗渓会 理事

百瀬 明宏
(昭和55筑一人文)

•教職研究副部会長
•秀明大学教授・同教育研究所長

一般社団法人 茗渓会 理事

守橋 健二
(昭和53筑一自)

•大学・つくば地域支援委員会委員
•筑波大学名誉教授

一般社団法人 茗渓会 理事

柴田 淳
(昭和56筑修体)

•広報委員会副委員長
•学校法人茗溪学園事務局長

学校法人 茗溪学園
茗溪学園中学校高等学校

理 事 長 中川喜久治
校 長 宮﨑 淳

(平成⚒筑体)

学 園 長
茗渓会理事

田代 淳一
(昭和59筑修教)

•大学・つくば地域支援委員

〒305-8502 つくば市稲荷前1-1
TEL 029-851-6611

一般社団法人 茗渓会 監事

飯塚 良成
(昭和63慶大商)

•飯塚会計事務所

一般社団法人 茗渓会 監事

小泉 淑子
(昭和41教大法政)

•シティユーワ法律事務所

一般社団法人 茗渓会 監事

高野 力
(昭和48教大木工)

•(株)四国開発(委託)
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11
月
20
日
(土
)夜
、
神
奈
川
茗
渓
会
⽛
若
手

交
流
会
⽜
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
は
神
奈
川

産
業
人
倶
楽
部
が
合
同
開
催
と
い
う
体
裁
を
と

っ
て
い
る
。
神
奈
川
茗
渓
会
副
会
長
の
中
道
徹

弁
護
士
（
Ｓ
59
筑
大
生
）
が
二
人
の
若
手
弁
護

士
を
参
加
さ
せ
て
い
た
。そ
の
一
人
、畔
柳（
く

ろ
や
な
ぎ
）
秀
勝
弁
護
士
（
Ｈ
⚔
筑
大
人
間
）

が
⽛
ミ
ニ
プ
レ
ゼ
ン
⽜
を
引
き
受
け
た
。
内
容

は
興
味
深
く
、
学
校
や
企
業
内
で
知
っ
て
お
く

べ
き
情
報
と
感
じ
た
。
そ
こ
で
、
お
願
い
し
て
、

原
稿
を
依
頼
し
た
。

は
じ
め
に

み
な
さ
ん
は
弁
護
士
の
仕
事
と
い
え
ば
、
ど

ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

刑
事
事
件
で
い
え
ば
、
加
害
者
を
弁
護
す
る
弁

護
人
で
し
ょ
う
か
？

犯
罪
に
遭
っ
た
被
害
者
（
事
件
に
よ
っ
て
は

そ
の
遺
族
も
含
む
）
を
司
法
手
続
き
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
弁
護
士
（
被
害
者
支
援
弁
護
士
）

が
い
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

本
稿
で
は
、
そ
の
制
度
と
活
動
に
つ
い
て
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
く
に
、
被
害
者
支
援
の
制
度
に
よ
っ
て
、

被
害
者
の
人
権
が
ど
の
よ
う
に
守
ら
れ
て
い
る

の
か
、
教
育
の
場
や
企
業
内
で
お
伝
え
さ
れ
る

際
の
参
考
と
も
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

＊
な
お
、本
稿
で
の
犯
罪
行
為
は
、主
に
身
体
犯（
殺

人
、
傷
害
、
性
犯
罪
な
ど
）
を
念
頭
に
お
い
て
お

り
ま
す
。
ま
た
犯
罪
を
犯
し
た
と
し
て
起
訴
さ

れ
た
者
は
被
告
人
と
い
い
ま
す
が
、
本
稿
で
は

加
害
者
で
統
一
い
た
し
ま
す
。

犯
罪
に
遭
っ
た
被
害
者
に
生
じ
る
問
題

犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
被
害
者
は
ど
の
よ
う
な

状
況
に
陥
る
の
で
し
ょ
う
か
。
以
下
は
、
典
型

的
な
問
題
で
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
一
度
に
起

こ
り
ま
す
。
被
害
者
に
接
す
る
と
き
は
、
以
下

の
状
況
も
ふ
ま
え
て
接
す
る
こ
と
が
被
害
者
に

新
た
な
負
担
を
か
け
な
い
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

⑴
被
害
者
が
お
か
れ
た
状
況
の
概
説

こ
れ
ま
で
は
、
被
害
者
が
司
法
手
続
き
に
関

わ
る
の
は
、
警
察
官
や
検
察
官
か
ら
事
情
聴
取

を
求
め
ら
れ
た
り
、
法
廷
で
証
言
を
求
め
ら
れ

た
り
す
る
く
ら
い
で
、
加
害
者
を
有
罪
に
す
る

た
め
の
一
証
拠
で
し
か
な
い
状
況
で
し
た
。

⽛
被
害
者
は
ひ
と
つ
の
証
拠
⽜
と
い
う
扱
い

か
ら
す
れ
ば
、
被
害
者
は
人
権
に
重
き
が
置
か

れ
な
い
状
態
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

警
察
や
検
察
で
の
取
り
調
べ
で
は
何
度
も
同
じ

こ
と
を
話
さ
せ
ら
れ
、
繰
り
返
し
犯
罪
被
害
の

こ
と
を
思
い
起
こ
す
こ
と
で
苦
痛
を
感
じ
た
り
、

世
間
の
注
目
を
集
め
る
事
件
の
被
害
者
で
あ
れ

ば
、
マ
ス
コ
ミ
が
被
害
者
を
取
り
囲
み
取
材
を

す
る
報
道
ス
ク
ラ
ム
と
呼
ば
れ
る
報
道
被
害
、

そ
う
な
れ
ば
近
所
の
人
か
ら
興
味
本
位
で
話
題

に
さ
れ
た
り
、
シ
ョ
ッ
ク
で
仕
事
に
行
け
な
く

な
り
金
銭
的
に
苦
痛
を
う
け
る
二
次
被
害
を
さ

ん
ざ
ん
被
っ
て
い
ま
し
た
。

⑵
こ
う
い
っ
た
状
況
に
、
被
害
者
が
⽛
犯

罪
被
害
者
の
権
利
確
立
⽜
を
訴
え
、
そ

の
後
の
犯
罪
被
害
者
支
援
の
流
れ
を
起

こ
し
ま
し
た
。

犯
罪
被
害
者
の
権
利
を
確
立
す
る
機
運
が
盛

り
上
が
り
、
犯
罪
被
害
者
の
た
め
の
施
策
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
平
成
16
年
12
月
⽛
犯
罪
被
害
者
等
基
本

法
⽜
が
成
立
し
ま
し
た
。
平
成
17
年
12
月
に
は
、

⽛
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
⽜
に
基
づ
き
、
総
合
的

長
期
的
に
講
ず
べ
き
犯
罪
被
害
者
等
の
た
め
の

施
策
を
掲
げ
た
⽛
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
⽜

が
策
定
さ
れ
、
現
在
は
第
四
次
犯
罪
被
害
者
等

基
本
計
画
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
で
重
点

課
題
で
あ
っ
た
刑
事
裁
判
へ
の
被
害
者
参
加
制

度
や
損
害
賠
償
命
令
制
度
が
制
定
さ
れ
る
に
至

っ
て
い
ま
す
（
後
述
）

⑶
制
度
が
活
用
さ
れ
る
た
め
に

制
度
が
で
き
ま
し
た
が
、
手
続
き
に
不
慣
れ

な
被
害
者
が
活
用
す
る
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、

弁
護
士
が
早
期
に
サ
ポ
ー
ト
に
入
る
こ
と
が
必

要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
各
地
の
行

政
や
被
害
者
支
援
団
体
が
地
元
の
弁
護
士
会
と

連
携
し
、
被
害
者
に
迅
速
に
弁
護
士
を
紹
介
す

る
制
度
が
構
築
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

⑷
裁
判
外
で
の
支
援

で
は
、
弁
護
士
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
支

援
活
動
を
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
裁
判
外
と

裁
判
上
で
の
主
な
支
援
活
動
を
説
明
し
ま
す
。

10

犯
罪
被
害
者
支
援
の
こ
と

































































































•
心
身
の
不
調

感
情
や
感
覚
の
マ
ヒ
、
恐
怖
・
怒
り
・
不

安
・
自
分
を
責
め
る
、
事
件
の
こ
と
が
頭
か

ら
離
れ
な
い
、
不
眠
・
食
欲
不
振
な
ど

•
日
常
生
活
上
の
困
難

外
出
で
き
な
い
、
家
事
や
仕
事
が
手
に
つ

か
な
い
、
転
居
な
ど

•
経
済
的
な
困
難

医
療
費
等
の
多
額
出
費
、
休
職
や
失
業
に

よ
る
収
入
減
な
ど

•
周
囲
の
人
の
言
動
に
よ
る
傷
つ
き

興
味
本
位
な
質
問
、
安
易
な
励
ま
し
や
慰

め
、
配
慮
に
欠
け
る
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
・
報

道
な
ど

•
捜
査
・
裁
判
に
伴
う
負
担

何
度
も
同
じ
こ
と
を
訊
か
れ
る
、
専
門
用

語
が
わ
か
ら
な
い
な
ど

①
通
夜
葬
儀
、
報
道
対
応

世
間
が
注
目
す
る
事
件
が
発
生
し
た
時

に
、
報
道
関
係
者
が
被
害
者
や
そ
の
遺
族
を

囲
ん
で
取
材
を
し
て
い
た
り
、
被
害
者
が
亡

く
な
っ
て
い
る
時
に
通
夜
葬
儀
会
場
で
遺

族
の
コ
メ
ン
ト
や
写
真
を
求
め
て
押
し
寄

せ
た
り
す
る
（
報
道
ス
ク
ラ
ム
）
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

被
害
に
遭
っ
た
直
後
で
す
か
ら
、
非
常
に

苦
痛
な
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
、
被
害
者
を
支
援
す
る

弁
護
士
は
、
被
害
者
の
コ
メ
ン
ト
を
書
面
で

出
す
こ
と
で
直
接
の
取
材
を
回
避
し
た
り
、

通
夜
葬
儀
会
場
に
報
道
関
係
者
を
入
れ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
被
害
者
が
二
次
被

害
を
被
ら
な
い
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

②
示
談
対
応

加
害
者
の
弁
護
人
か
ら
被
害
者
に
対
し

て
示
談
金
(賠
償
金
な
ど
）
の
提
示
が
さ
れ

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
起
訴
前
で
は
示

談
金
を
渡
し
て
加
害
者
が
起
訴
さ
れ
る
の

を
防
ご
う
と
し
、
起
訴
後
で
は
加
害
者
の
刑

が
減
じ
る
要
因
と
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で

す
。被

害
者
が
提
示
さ
れ
た
示
談
金
が
適
当

で
あ
る
の
か
否
か
判
断
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
被
害
者
支
援
弁
護
士
は
、

適
切
な
示
談
金
に
な
る
よ
う
に
加
害
者
側

と
交
渉
し
ま
す
。
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⑴
被
害
者
参
加
制
度

被
害
者
（
遺
族
等
も
含
む
）
が
刑
事
裁
判
に

当
事
者
（
被
害
者
参
加
人
）
と
し
て
公
判
期
日

に
出
席
し
、
種
々
の
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

弁
護
士
は
、
法
廷
内
で
刑
事
裁
判
に
参
加
す

る
犯
罪
被
害
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

な
お
、
保
有
し
て
い
る
流
動
資
産
が
一
定
額

（
200
万
円
未
満
）
の
被
害
者
参
加
人
に
は
国
の

費
用
で
弁
護
士
を
選
任
で
き
ま
す
（
国
選
被
害

者
参
加
弁
護
士
）。

①
主
な
対
象
犯
罪

•
殺
人
、
傷
害
な
ど
の
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ

り
人
を
死
亡
さ
せ
た
事
件

•
強
制
性
交
等
や
強
制
猥
褻
等
の
事
件

•
過
失
運
転
致
死
傷
事
件

等

②
公
判
期
日
に
出
席
し
て
で
き
る
行
為

•
被
告
人
質
問

被
害
者
参
加
人
が
加
害
者
に

対
し
て
直
接
質
問
を
し
て
回
答
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
被
害
者
は
、
な
ぜ
自
分
が
狙

わ
れ
た
の
か
、
反
省
は
し
て
い
る
の
か
、
損

害
賠
償
は
さ
れ
る
の
か
な
ど
、
疑
問
に
思
っ

て
い
る
こ
と
を
訊
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

•
心
情
の
意
見
陳
述
（
被
害
者
参
加
し
な
く
て

も
活
用
で
き
る
制
度
で
す
が
、
被
害
者
参
加

手
続
き
で
も
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
こ

こ
で
言
及
し
ま
す
。）

被
害
者
が
、
犯
罪
に
遭
っ
て
ど
れ
ほ
ど
恐

怖
を
感
じ
た
の
か
と
い
っ
た
気
持
ち
、
犯
罪

後
の
生
活
へ
の
影
響
や
現
在
の
気
持
ち
、
ど

の
程
度
の
刑
を
科
す
べ
き
な
の
か
と
い
っ
た

こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
裁
判
所
に
伝
え
ま
す
。

•
事
実
や
法
律
の
適
用
に
つ
い
て
の
意
見
陳
述

被
害
者
の
視
点
で
、
事
実
認
定
、
そ
れ
に

基
づ
き
成
立
す
る
犯
罪
を
総
括
し
て
述
べ
る

と
と
も
に
、
加
害
者
に
科
す
べ
き
刑
を
裁
判

所
に
主
張
す
る
も
の
で
す
。
通
常
、
被
害
者

支
援
弁
護
士
が
い
る
と
き
は
、
当
該
弁
護
士

が
起
案
し
そ
れ
を
元
に
法
廷
で
意
見
を
述
べ

ま
す
。

⑵
損
害
賠
償
命
令

加
害
者
に
有
罪
宣
告
後
、
刑
事
裁
判
を
担
当

し
た
裁
判
官
が
刑
事
事
件
の
証
拠
を
使
い
、
損

害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
の
審
理
も
行
い
、
加
害

者
に
損
害
賠
償
を
命
じ
る
制
度
で
す
。

民
事
事
件
と
し
て
損
害
賠
償
請
求
す
る
よ
り

も
、
被
害
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

①
主
な
対
象
犯
罪

•
殺
人
、
傷
害
な
ど
の
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ

り
人
を
死
亡
さ
せ
た
事
件

•
強
制
性
交
等
や
強
制
猥
褻
等
の
事
件

等

②
被
害
者
の
負
担
軽
減

•
判
決
言
渡
後
、
た
だ
ち
に
損
害
賠
償
命
令
の

審
理
が
行
わ
れ
る
。

•
審
理
は
⚔
回
以
内
で
終
了
す
る
（
民
事
裁
判

は
⚑
年
以
上
か
か
る
こ
と
も
あ
る
）

•
新
た
に
証
拠
を
揃
え
る
負
担
の
軽
減

•
請
求
す
る
賠
償
額
に
か
か
わ
ら
ず
裁
判
所
に

納
め
る
費
用
が
二
千
円
で
済
む
。

③
弁
護
士
の
役
割

弁
護
士
は
、
被
害
者
の
代
理
人
と
し
て
、

加
害
者
の
責
任
や
損
害
額
を
主
張
立
証
す
る

活
動
を
し
ま
す
。

弁
護
士
が
被
害
者
を
支
援
す
る

と
い
う
こ
と

被
害
者
は
、
犯
罪
被
害
に
遭
っ
て
様
々
な
困

難
を
抱
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
弁
護
士
と
と
も
に
被
害
者
が
上
述

の
種
々
の
活
動
に
関
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

徐
々
に
困
難
を
回
復
し
て
き
ま
す
。

刑
事
事
件
の
終
了
と
と
も
に
弁
護
士
と
の
関

わ
り
も
終
了
し
ま
す
が
、
最
後
に
被
害
者
が
言

う
の
は
、⽛
犯
罪
被
害
に
向
き
合
っ
て
、
被
害
者

と
し
て
で
き
る
こ
と
を
や
れ
た
。
こ
れ
で
前
を

向
い
て
歩
い
て
い
け
ま
す
。⽜と
い
う
こ
と
で
す
。

す
べ
て
の
被
害
者
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
多
く
の
被
害
者
の
表
情
は
吹
っ
切
れ

た
よ
う
に
柔
和
に
な
り
、
そ
の
よ
う
な
言
葉
を

伝
え
て
く
れ
ま
す
。

被
害
者
支
援
の
終
了
時
に
、
被
害
者
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
言
葉
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

弁
護
士
と
し
て
の
や
り
が
い
で
す
。

畔
柳
秀
勝
(Ｈ
⚔
筑
大
人
間
、
弁
護
士
)

被
害
者
支
援
の
件
で
、
ご
相
談
が
あ
り
ま
し

た
ら
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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パワーポイントを使った発表後、質問に答える畔柳氏。
画面右に映るオンライン参加者からの質問も行き交う。

弁
護
士
は
、
効
果
的
な
質
問
を
考
え
た

り
、
被
害
者
に
代
わ
っ
て
質
問
を
す
る
な

ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

弁
護
士
は
、
被
害
者
の
言
い
た
い
こ
と

を
整
理
し
た
り
し
な
が
ら
、
法
廷
で
伝
え

る
内
容
を
吟
味
し
て
、
心
情
が
よ
り
効
果

的
に
伝
わ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

政府広報オンラインより抜粋 https://www.gov-online.
go.jp/useful/article/201312/3.html#anc03

法廷内イメージ図

〒
231
-0011
横
浜
市
中
区
太
田
町
⚔
丁
目
55
番
地

横
浜
ベ
イ
サ
イ
ド
法
律
事
務
所

☎
⚐
⚔
⚕
-⚒
⚒
⚖
-⚕
⚔
⚕
⚔

e-m
ail
kuroyanagi@

yokoham
a-baysideõjp



茗渓1111_P12(誌上講座)  Page 1 21/12/28 11:18  v3.60

今
、
な
ぜ
こ
の
話
題
か
？

茗
渓
会
と
筑
波
大
学
名
誉
教
授
の
会
の
連

携
の
下
に
⽛
知
の
提
供
⽜
の
企
画
が
始
ま
り

ま
し
た
。
季
刊
誌
⽛
茗
渓
⽜（
⚑
⚑
⚐
⚔
号
・

⚒
⚐
⚒
⚐
年
正
月
）
で
紹
介
さ
れ
た
講
演
課

題
例
か
ら
今
回
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
⚒
年
間
、
人
類
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。
加
え

て
、
ヒ
ト
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

感
染
な
ど
に
も
頻
繁
に
襲
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
ウ
イ
ル
ス
を
活
用
す
る
技
術
を
開

発
し
て
生
活
に
役
立
て
て
も
い
ま
す
。
ま
さ

に
、
ウ
イ
ル
ス
が
諸
刃
の
剣
で
あ
る
こ
と
を

実
感
し
つ
つ
、
日
々
の
生
活
を
成
り
立
た
せ

て
い
ま
す
。

私
は
植
物
代
謝
生
理
学
が
専
門
で
、
藻
類

の
光
合
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
細
胞
内
の
物
質

代
謝
を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

現
在
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て
は
全
く
の
専
門
外
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
私
自
身
が
長
年
研
究
材
料
と
し
て
き

た
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
円
石
藻
（
コ
コ
リ

ソ
フ
ォ
ア
）
に
は
コ
コ
リ
ソ
ウ
イ
ル
ス
と
い

う
特
定
の
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
長
い
進
化
の
過
程
で
藻
類

と
ウ
イ
ル
ス
の
間
で
遺
伝
子
の
移
動
も
行
わ

れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
普

段
触
れ
る
こ
と
の
な
い
世
界
に
皆
さ
ん
を
誘

い
、⽛
知
の
窓
口
⽜
を
僅
か
で
も
広
げ
る
こ
と

に
役
立
て
ば
幸
い
で
す
。

海
洋
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
ウ
イ
ル
ス

海
の
物
質
生
産
を
担
い
、
一
次
生
産
者
と

し
て
海
洋
生
態
系
の
基
盤
を
な
す
藻
類
は
広

く
世
界
中
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
単

細
胞
性
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン（
微
細
藻
類
）

は
海
洋
表
層
で
頻
繁
に
大
増
殖
を
起
こ
し
て

お
り
、
そ
の
様
子
を
人
工
衛
星
に
よ
る
観
測

画
像
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
そ
れ
ら
の
大
増
殖
に
よ
る
膨

大
な
生
物
量
・
有
機
物
生
産
は
、
海
洋
生
態

系
、
漁
業
、
気
候
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
大
増
殖
は

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
死
滅
に
追
い
込

ま
れ
、
ま
さ
に
、
海
の
ウ
イ
ル
ス
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
現
象
に
よ
っ
て
そ
の
終
焉
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
世
界
的
規
模
の
大
増
殖
現
象

は
⽛
レ
ッ
ド
タ
イ
ド
・
赤
潮
⽜
や
⽛
ホ
ワ
イ

ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
白
潮
⽜
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
日
本
近
海
で
も
瀬
戸
内
海
、
大
阪
湾
、

相
模
湾
、玄
界
灘
、三
陸
沖
や
遠
州
灘
で
古
く

か
ら
よ
く
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
大
増
殖
の
発
生
原
因
や
衰
退
・
消

失
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
ま
だ
十
分
解

明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
消
失
原
因
の
一
つ

と
し
て
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
細
胞
破
壊

が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
代
の
海
で
白
潮
を
形
成
す
る
海
洋
植
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
、ハ
プ
ト
藻
類
円
石
藻（
代

表
種
は
エ
ミ
リ
ア
ニ
ア
・
ハ
ッ
ク
ス
レ
イ
）

で
す
。
円
石
藻
は
⚒
億
年
ほ
ど
前
に
こ
の
世

に
誕
生
し
、
約
⚗
千
万
年
前
の
中
生
代
白
亜

紀
に
大
繁
栄
し
ま
し
た
。
細
胞
表
面
に
石
灰

質
の
殻
を
も
つ
た
め
、
そ
の
死
骸
が
海
底
に

蓄
積
し
生
物
由
来
の
石
灰
岩
を
形
成
し
た
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
石
灰
岩
が
隆

起
し
た
の
が
イ
ギ
リ
ス
・
ド
ー
バ
ー
海
峡
の

白
い
崖
（
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ
フ
）
で
す
。
白
亜

紀
は
温
暖
な
気
候
で
、
海
洋
地
殻
の
形
成
、

黒
色
頁
岩
（
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ェ
ー
ル
）、
オ
イ
ル

生
産
が
極
端
に
増
大
し
た
時
代
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
数
倍
程
あ

っ
た
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
減
少
に

転
じ
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
一
因

は
光
合
成
作
用
に
よ
る
膨
大
な
二
酸
化
炭
素

固
定
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

エ
ミ
リ
ア
ニ
ア
が
も
つ
特
徴
的
な
脂
質
分
子

円
石
藻
エ
ミ
リ
ア
は
炭
素
数
37
と
38
を
主

と
す
る
直
鎖
上
の
脂
質
（
長
鎖
不
飽
和
ケ
ト

ン
で
ア
ル
ケ
ノ
ン
と
通
称
さ
れ
て
い
る
）
を

主
要
な
貯
蔵
脂
質
と
し
て
合
成
し
細
胞
内
に

蓄
積
し
ま
す
。
こ
の
脂
質
は
他
の
藻
類
で
は

見
ら
れ
な
い
特
定
の
円
石
藻
分
類
群
で
の
み

合
成
さ
れ
る
特
徴
的
な
分
子
で
、
そ
れ
ら
の

分
類
群
を
特
徴
づ
け
る
分
子
マ
ー
カ
ー
と
な

っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
ア
ル
ケ
ノ
ン
分
子

の
炭
素
二
重
結
合
の
数
の
変
化
が
、
合
成
さ

れ
た
時
点
で
細
胞
が
生
育
し
て
い
た
温
度
と

見
事
な
相
関
関
係
を
示
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

ア
ル
ケ
ノ
ン
は
⽛
分
子
温
度
計
⽜
と
し
て
の

性
質
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
は
、
過

去
に
蓄
積
し
た
海
底
堆
積
物
中
に
保
存
さ
れ

て
き
た
こ
の
分
子
温
度
計
を
使
っ
て
、
過
去

30
万
年
程
の
海
洋
の
表
面
温
度
（
円
石
藻
の

生
育
深
度
は
200
メ
ー
ト
ル
ま
で
）
の
復
元
が

地
球
科
学
者
に
よ
っ
て
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

ア
ル
ケ
ノ
ン
分
子
の
炭
素
二
重
結
合
は
ト

ラ
ン
ス
型
で
そ
の
数
の
変
化
は
分
子
の
長
さ

に
影
響
し
、
分
子
自
体
と
し
て
は
融
点
が
変

化
し
ま
す
。
私
の
研
究
室
で
は
、
二
重
結
合

を
⚒
個
も
つ
炭
素
数
37
の
ア
ル
ケ
ノ
ン
分
子

（
37
：
⚒
と
表
す
）
に
二
重
結
合
を
追
加
し
、

⚓
個
を
も
つ
分
子
（
37
：
⚓
）
に
転
換
す
る

機
能
を
持
つ
酵
素
ア
ル
ケ
ノ
ン
デ
サ
チ
ュ
ラ

ー
ゼ
の
遺
伝
子
を
発
見
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

そ
の
遺
伝
子
が
温
度
低
下
に
と
も
な
っ
て
発

現
し
、
酵
素
を
合
成
し
二
重
結
合
付
加
（
炭

素
-炭
素
結
合
の
不
飽
和
化
）
の
機
能
を
発

揮
す
る
こ
と
を
証
明
し
ま
し
た
。

こ
の
ア
ル
ケ
ノ
ン
分
子
は
バ
イ
オ
燃
料
と

し
て
利
用
で
き
る
こ
と
が
日
米
の
研
究
者
に

よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
太
古
に
お
い

て
原
油
や
天
然
ガ
ス
の
起
源
と
な
っ
た
藻
類

が
、
現
代
に
お
い
て
再
び
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
実
現
す
る
オ
イ
ル
原
料
と
し
て
活

用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

藻
類
と
ウ
イ
ル
ス
間
の
脂
質
合
成
遺
伝
子

の
共
有

エ
ミ
リ
ア
ニ
ア
に
は
種
特
異
的
な
エ
ミ
リ

ア
ニ
ア
ウ
イ
ル
ス
(Ｅ
ｈ
Ｖ
86
)の
存
在
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
宿
主
エ
ミ
リ
ア
ニ
ア
の
ゲ

ノ
ム
は
⚒
本
鎖
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
⚓
⚘
、⚕
⚔
⚔
種

類
の
蛋
白
質
を
コ
ー
ド
す
る
遺
伝
子
を
有
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
Ｅ
ｈ
Ｖ
86
は
⚒
本
鎖
Ｄ

Ｎ
Ａ
の
ゲ
ノ
ム
上
に
472
種
類
の
蛋
白
質
を
コ

ー
ド
す
る
遺
伝
子
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
双
方
の
ゲ
ノ
ム
を
解
析
し
た
結
果
、
宿
主

で
あ
る
エ
ミ
リ
ア
ニ
ア
が
持
っ
て
い
る
ス
フ

ィ
ン
ゴ
脂
質
を
合
成
す
る
遺
伝
子
⚘
個
の
う

ち
⚗
個
が
Ｅ
ｈ
Ｖ
に
も
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、系
統
解
析
の
結
果
か
ら
、エ
ミ
リ
ア

ニ
ア
か
ら
Ｅ
ｈ
Ｖ
へ
そ
れ
ら
の
遺
伝
子
が
水

平
伝
播
と
い
う
現
象
で
ウ
イ
ル
ス
の
ゲ
ノ
ム

に
転
移
さ
れ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。
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ス
フ
ィ
ン
ゴ
脂
質
は
ス
フ
ィ
ン
ゴ
糖
脂
質
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
合
成
の
中
間
代
謝
産
物
で

す
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
分
子
は
細
胞
膜
上
の

脂
質
ラ
フ
ト
構
造
を
構
成
す
る
分
子
で
、
膜

を
介
し
た
物
質
の
輸
送
に
関
わ
る
分
子
で
す
。

す
な
わ
ち
、
ウ
イ
ル
ス
分
子
の
感
染
に
も
か

か
わ
る
構
造
体
で
す
。
そ
し
て
、
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
は
、
エ
ミ
リ
ア
ニ
ア
細
胞
内
で
の
脂

質
代
謝
に
異
常
を
引
き
起
こ
し
、
ス
フ
ィ
ン

ゴ
糖
脂
質
分
子
に
加
え
、
藻
類
の
細
胞
質
の

主
要
な
構
成
成
分
で
あ
る
ベ
タ
イ
ン
脂
質
分

子
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

細
胞
膜
は
生
命
体
と
環
境
、
自
己
と
他
を
区

別
す
る
境
界
で
あ
り
、
物
質
や
物
体
の
輸
送

を
つ
か
さ
ど
る
重
要
な
構
造
体
で
す
。
さ
ら

に
は
他
の
生
命
体
の
侵
入
に
対
す
る
バ
リ
ア

で
も
あ
り
ま
す
。

エ
ミ
リ
ア
ニ
ア
ウ
イ
ル
ス
は
宿
主
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
細
胞
死
を
誘
起
し
海
洋
で
の
エ
ミ
リ

ア
ニ
ア
の
大
増
殖
を
制
御
し
て
い
ま
す
。
ま

さ
に
、
地
球
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
物
質
生
産

の
基
盤
と
な
る
海
洋
で
の
光
合
成
生
産
は
、

海
洋
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
ウ
イ
ル
ス
の
共

存
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

藻
類
の
物
質
生
産
と
光
合
成
の
し
く
み

こ
こ
で
は
地
球
規
模
で
大
気
や
海
洋
環
境

に
影
響
す
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
巨
大
な

有
機
物
生
産
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
源
に
つ
い
て

述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
藻
類
は
光
合
成
に

よ
っ
て
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
・
活
用
し
、

二
酸
化
炭
素
と
水
か
ら
有
機
物
を
合
成
す
る

と
同
時
に
、
酸
素
を
発
生
さ
せ
て
い
ま
す
。

合
成
さ
れ
た
有
機
物
は
生
命
活
動
を
維
持
す

る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
貯
蔵
体
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
ま
す
。

一
方
、
微
生
物
や
動
物
な
ど
の
光
合
成
が

で
き
な
い
生
物
の
生
命
活
動
は
、
光
合
成
で

生
産
さ
れ
た
有
機
物
と
酸
素
を
利
用
す
る
呼

吸
（
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
呼
吸
）
に
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
実
は
、
光
合
成
生
物
で
も
昼
夜

を
問
わ
ず
常
に
呼
吸
が
駆
動
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
地
球
環
境
で
は
、
植
物
は
自
ら
が

放
っ
た
酸
素
に
よ
っ
て
ブ
ー
メ
ラ
ン
攻
撃
さ

れ
る
と
い
う
厳
し
い
環
境
ス
ト
レ
ス
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
特
に
⽛
過
剰
な
太
陽
光
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
高
濃
度
酸
素
⽜
の
ダ
ブ
ル
ス
ト
レ

ス
は
活
性
酸
素
の
発
生
に
よ
る
枯
死
を
も
た

ら
し
ま
す
。
そ
れ
に
対
す
る
防
御
シ
ス
テ
ム

の
一
つ
が
⽛
光
呼
吸
⽜
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム

で
す
。
光
合
成
が
駆
動
す
る
太
陽
光
の
下
で
、

光
合
成
と
は
逆
反
応
で
あ
る
⽛
酸
素
を
吸
収

し
て
二
酸
化
炭
素
を
放
出
す
る
代
謝
機
構
⽜

を
作
り
上
げ
て
対
処
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
大
分
堅
い
話
を
し
て
き
ま
し
た
。

代
謝
の
話
が
苦
手
な
皆
さ
ん
に
肩
ほ
ぐ
し
を

兼
ね
て
⽛
よ
く
解
る
光
合
成
炭
素
代
謝
⽜
を

最
後
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

代
謝
系
を
鉄
道
路
線
図
に
載
せ
て
理
解
す
る

細
胞
内
代
謝
は
い
わ
ば
⽛
都
市
に
お
け
る

物
流
シ
ス
テ
ム
⽜
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
動
的
な
代
謝
マ
ッ
プ
を
理
解
す
る

方
法
と
し
て
、
奇
し
く
も
私
自
身
が
山
手
線

の
電
車
で
思
い
つ
い
た
方
法
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
図
を
見
て
下
さ
い
。
光
合
成
で
二

酸
化
炭
素
を
吸
収
し
固
定
す
る
際
に
駆
動
す

る
代
謝
経
路
（
カ
ル
ビ
ン
ー
べ
ン
ソ
ン
回
路
）

が
山
手
線
と
中
央
線
快
速
の
路
線
図
と
瓜
二

つ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
図
の
実
線
矢

印
）。
こ
の
代
謝
回
路
の
駆
動
に
は
、
太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
分
子
内
に
貯
め
込
ん
だ
高
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
合
物
（
Ａ
Ｔ
Ｐ
、
Ｎ
Ａ
Ｄ
Ｐ
Ｈ
）
が

必
須
で
あ
り
、
そ
れ
は
電
車
を
動
か
す
電
気

に
相
当
し
ま
す
（
図
の
太
陽
光
を
示
す
枠
内
）。

一
方
、
光
呼
吸
を
駆
動
す
る
基
本
回
路
で

あ
る
グ
リ
コ
ー
ル
酸
回
路
は
山
手
線
―
中
央

線
快
速
―
常
磐
線
―
武
蔵
野
線
―
京
葉
線
を

繋
ぐ
路
線
上
に
あ
り
、
カ
ル
ビ
ン
ー
べ
ン
ソ

ン
回
路
を
も
一
部
包
含
す
る
代
謝
経
路
で
す

（
図
の
破
線
矢
印
）。
中
に
は
⚒
つ
の
代
謝
回

路
が
独
立
し
て
い
る
と
誤
解
し
て
い
る
人
が

多
く
い
ま
す
が
、
鉄
道
路
線
図
に
載
せ
て
考

え
る
と
そ
の
関
係
が
よ
く

理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
⚒
つ
の
代
謝
経

路
を
見
比
べ
る
と
、
二
酸

化
炭
素
の
固
定
（
カ
ル
ボ

キ
シ
ル
化
反
応
）
と
酸
素

の
固
定
（
オ
キ
シ
ゲ
ナ
ー

ゼ
反
応
）
は
日
暮
里
を
起

点
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
こ
の
⚒
つ
の

反
応
を
担
う
酵
素
は
ル
ビ

ス
コ
と
呼
ば
れ
、
一
つ
の

酵
素
が
二
つ
の
反
応
を
触

媒
す
る
大
変
稀
有
な
性
質

を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
二
酸
化
炭
素
と
酸

素
の
供
給
量
の
違
い
が
、

電
車
を
ど
の
割
合
で
ど
の

方
向
に
向
け
る
か
を
決
め

て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

現
在
、
人
類
は
光
合
成

生
物
の
機
能
を
分
子
レ
ベ

ル
で
解
明
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
遺
伝
子
改
変

に
よ
る
光
合
成
機
能
の
向
上
や
環
境
変
動
に

耐
え
得
る
食
料
生
産
の
増
大
に
資
す
る
技
術

開
発
も
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
プ
リ
ー

ス
ト
リ
ー
に
よ
る
光
合
成
の
古
典
的
実
験
か

ら
250
年
か
け
て
よ
う
や
く
こ
こ
に
達
し
た
わ

け
で
す
。
地
球
と
生
命
の
未
来
の
た
め
に
は

⽛
光
合
成
生
物
の
健
全
な
維
持
⽜
が
カ
ギ
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
ウ
イ
ル
ス
と
の
関
係

な
ど
を
含
め
た
総
合
的
な
科
学
的
理
解
が
不

可
欠
で
す
。
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茗茗茗茗茗茗茗茗渓渓渓渓渓渓渓渓創創創創創創創創基基基基基基基基111111115555555500000000年年年年年年年年茗渓創基150 年
記念基金

◎寄付申込額 18ó188ó606円
◎寄付申込者 943名 4団体
•平均寄付額 19ó186円

(2021/12/13現在)

北
海
道
・
東
北

北 海 道 13
青 森 3
岩 手 10
秋 田 11
宮 城 8
山 形 10
福 島 14

関

東

甲

信

越

茨 城 113
栃 木 14
群 馬 15
埼 玉 66
千 葉 56
東 京 189
神 奈 川 131
山 梨 12
長 野 22
新 潟 13

北
陸
・
東
海

富 山 12
石 川 6
福 井 5
岐 阜 6
静 岡 27
三 重 5
愛 知 39

近

畿

滋 賀 2
京 都 7
大 阪 20
兵 庫 21
奈 良 6
和 歌 山 2

中
国
・
四
国

岡 山 2
広 島 6
鳥 取 5
島 根 4
山 口 4
香 川 9
徳 島 7
愛 媛 7
高 知 3

九
州
・
沖
縄

福 岡 10
佐 賀 3
長 崎 4
熊 本 8
大 分 2
宮 﨑 3
鹿 児 島 4
沖 縄 4
合 計 943

各県の寄付入金者数
2021/12/13 現在

茗
渓
創
基
一
五
〇
年
記
念
の
寄
付
募
集
を
始

め
て
か
ら
二
年
を
経
て
、
今
年
は
⽛
茗
渓
創
基

一
五
〇
年
⽜
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

平
成
最
後
の
定
時
総
会
以
来
、
創
基
一
五
〇

年
事
業
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
蔓
延
下
で
、
十
全
の
成
果
を

挙
げ
ら
れ
ず
に
い
ま
す
。
各
地
域
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
総
会
や
懇
親
会
が
二
年
連
続
で
開
催

不
能
に
追
い
込
ま
れ
た
組
織
も
多
く
あ
る
と
聞

き
及
ん
で
い
ま
す
。

茗
渓
創
基
一
五
〇
年
記
念
事
業
と
し
て
、

⽛
茗
渓
・
筑
波
フ
ァ
ン
ド
⽜
を
立
ち
上
げ
ま
し
た

が
、
時
宜
を
得
た
事
業
と
な
り
ま
し
た
。
と
申

し
ま
す
の
は
、⽛
コ
ロ
ナ
禍
以
後
の
世
界
に
打
っ

て
出
て
新
た
な
地
平
を
切
り
拓
く
⽜、
そ
う
い

う
同
窓
や
学
生
に
、
思
い
き
っ
た
支
援
を
提
供

す
る
。
そ
う
い
う
意
図
を
持
つ
基
金
だ
か
ら
で

す
。コ

ロ
ナ
以
後
の
時
代
に
必
要
な
基
金
で
す
。

ぜ
ひ
実
現
さ
せ
た
い
事
業
で
す
が
、
目
標
額
に

は
程
遠
い
状
況
と
い
え
ま
す
。

⽛
茗
渓
創
基
一
五
〇
年
⽜
の
年
で
す
。
今
年
こ

そ
、
趣
旨
賛
同
の
上
、
声
を
掛
け
合
っ
て
、
寄

付
を
し
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

寄
付
募
集
以
来
、
多
く
い
た
だ
く
お
問
合
せ

と
し
て
、⽛
い
ま
、
私
の
寄
付
は
い
く
ら
ほ
ど
に

な
っ
て
い
る
か
教
え
て
ほ
し
い
⽜⽛
寄
付
を
振

り
込
ん
だ
の
だ
け
れ
ど
、
受
け
取
っ
て
い
ま
す

か
⽜⽛
四
万
円
以
上
の
寄
付
は
で
き
な
い
の
か
⽜

…
こ
れ
が
代
表
的
な
ご
質
問
で
す
。
こ
れ
ら
ご

質
問
の
中
に
は
、
明
ら
か
に
事
務
局
側
の
配
慮

不
足
が
あ
り
ま
し
た
。
反
省
で
す
。

先
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ご
質
問
は
、

事
務
局
の
配
慮
不
足
も
原
因
か
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
新
た
に
左
の
よ
う
な
領
収
書
（
感
謝

状
を
兼
ね
て
）
を
、
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
々

に
年
度
末
に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
高
額
の
ご
寄
附
（
四
万
円
以
上
）
を

戴
い
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
御
芳
名
を
茗
渓

会
館
五
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
板
壁
に
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
、
永
年
掲
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
寄
付
の
募
集
期
間
は
？

茗
渓
創
基
百
五
十
年
目
の
年
度
中
で
す
。

▼
寄
付
は
一
回
き
り
で
す
か
？

何
回
で
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
い
つ
か
ら

で
も
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
事
務
局
は
、

ご
寄
付
の
名
寄
せ
台
帳
を
作
成
し
管
理
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
複
数
回
の
ご
寄
付
で
も
、

毎
回
の
ご
寄
付
が
一
定
額
で
な
く
て
も
、
累

積
額
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
安
心

下
さ
い
。

▼
申
込
み
用
紙
を
紛
失
し
た
の
で
す
が
…

ご
請
求
い
た
だ
け
れ
ば
、
送
付
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
毎
号
の
季
刊
誌
送
付
時
に
申

込
み
用
紙
を
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。ご

利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
⽛
茗
渓
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
⽜
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
法
人
か
ら
の
寄
付
は
で
き
ま
す
か
？

も
ち
ろ
ん
で
き
ま
す
。
会
社
名
で
も
部
署

名
で
も
、
グ
ル
ー
プ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

ま
た
個
人
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
事
業
名

等
で
ご
寄
附
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▼
申
込
み
手
続
き
と
寄
付
支
払
い
の
関
連
は
？

お
支
払
い
方
法
に
、
現
金
渡
し
、
振
込
み
、

引
落
し
、
払
込
み
、
カ
ー
ド
払
い
が
あ
り
ま

す
が
、
事
故
回
避
の
観
点
か
ら
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
と
銀
行
口
座
へ
の
振
込
み
方
法
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
氏
名
漏
れ
や
姓

だ
け
の
も
の
が
あ
り
、
寄
付
者
の
特
定
が
困

難
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
故
を
回
避

す
べ
く
、
事
前
に
申
込
用
紙
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
趣
旨
ご
理
解
の
上
、
申
込
用
紙

に
は
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
必
ず
ご
記
入
願
い
ま
す
。

〇〇〇〇〇様
此度は茗渓創基150年記念に際し、
貴重なご寄附を戴き感謝申し上げます。

茗渓会理事長 江田昌佑
令和⚓(2021)年⚕月24日

醵金内訳
・金〇〇〇〇円 (2020/⚖/14）
・金〇〇〇〇円 (2020/12/⚘）
・金〇〇〇〇円 (2021/⚓/14）
・金〇〇〇〇円 (2021/⚕/31）
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伝承と創造 その実現をめざして

明治5年、東京お茶の水昌平黌跡に創設されたわが国初の高等教育機関師範学校にわが先
輩たちが集ったのが、茗溪の創基とされています。
私たち茗渓人は、その築かれた足跡を次の時代に伝えると共に新たな発展をすべき使命が
あります。
ここに、茗渓創基150年記念事業を展開するに当り、基金を設立して意義ある記念事業の実
現を希求するものであります。

理事長 江田昌佑

▼⽛
茗
渓
創
基
150
年
記
念
基
金
⽜
と
⽛
茗
渓
・
筑

波
フ
ァ
ン
ド
⽜
の
違
い
や
関
係
は
？

⽛
茗
渓
創
基
150
年
記
念
基
金
（
以
下
⽛
記
念

基
金
⽜
と
略
⽜
は
、
茗
渓
創
基
150
年
記
念
事

業
（
以
下
⽛
記
念
事
業
⽜
と
略
）
全
体
の
資

金
と
お
考
え
下
さ
い
。
季
刊
誌
上
で
特
集
し

て
い
ま
す
よ
う
に
、
記
念
事
業
は
占
春
園
再

生
事
業
な
ど
の
先
行
実
施
を
含
め
多
岐
に
及

ん
で
い
ま
す
。
記
念
基
金
の
目
標
額
は
一
億

円
で
す
。

⽛
茗
渓
・
筑
波
フ
ァ
ン
ド
⽜
に
つ
い
て


趣
旨東

京
高
等
師
範
学
校
の
創
成
期
に
お
い
て
、

嘉
納
治
五
郎
先
生
は
23
年
の
永
き
に
亘
り
高

等
師
範
学
校
の
校
長
と
し
て
、
日
本
の
教
育

者
の
あ
る
べ
き
姿
と
世
界
と
の
結
び
つ
き
の

大
切
さ
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
度
、

茗
渓
会
は
、
創
基
150
年
と
い
う
記
念
す
べ
き

時
を
迎
え
る
に
当
り
、
先
生
の
矜
持
と
も
い

え
る
⽛
精
力
善
用
⽜⽛
自
他
共
栄
⽜
の
精
神
の

一
端
を
担
う
こ
と
を
目
指
し
、
基
金
を
設
立

す
る
も
の
で
す
。


内
容

①
基
金
の
原
資
は
、
茗
渓
創
基
150
年
記
念

寄
付
金
の
一
部
と
し
ま
す
。

②
基
金
の
単
年
度
額
を
約
五
〇
〇
万
円
と

し
ま
す
。

③
基
金
の
基
本
姿
勢
を
⽛
新
た
な
挑
戦
へ

の
助
成
⽜
と
し
、
対
象
を
少
数
に
絞
り
込

み
、
手
厚
い
支
援
を
展
開
し
ま
す
。

④
申
請
者
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
学
業
、
社
会
貢

献
な
ど
の
領
域
で
挑
戦
す
る
茗
渓
会
員

（
学
生
、
同
窓
）
と
し
ま
す
。

寄
付

む
か
し
物
語

同
窓
会
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、

茗
渓
一
五
〇
年
の
歴
史
の
中
で
も
、
幾
多
の
寄

付
活
動
が
あ
っ
た
。
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。

⽛
人
知
れ
ぬ
苦
闘
⽜
が
累
々
と
続
く
歴
史
で
も

あ
っ
た
。

四
〇
年
前
で
あ
る
。
茗
渓
会
百
周
年
記
念
事

業
の
話
で
あ
る
。
五
億
円
を
目
標
と
し
た
。

わ
れ
わ
れ
の
⽛
茗
渓
・
筑
波
フ
ァ
ン
ド
⽜
は

原
資
を
五
千
万
円
と
し
て
い
る
か
ら
、
十
倍
で

あ
る
。

底
知
れ
ぬ
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
凄
み
を
感
じ
る
。

⽛
説
得
だ
け
で
、
人
様
か
ら
寄
付
を
仰
ぐ
と

い
う
こ
と
は
、
何
と
も
気
の
重
い
馴
染
め
な
い

仕
事
で
あ
っ
た
⽜
と
、
当
時
の
述
懐
に
あ
る
よ

う
に
、
寄
付
活
動
を
進
め
る
側
は
、
気
の
重
い

こ
と
で
あ
る
。

大
義
は
あ
る
。
大
義
は
あ
る
が
、
人
様
を
前

に
す
る
と
脚
が
す
く
み
、
大
義
が
し
ぼ
む
。

と
く
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
に
よ
り

萎
縮
し
た
世
間
を
前
に
す
る
と
、
気
分
は
重
い
。

当
時
も
学
園
紛
争
後
の
索
漠
と
し
た
時
代
で

は
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
五
億
円
を
目
標
と
す

る
寄
付
募
集
が
展
開
さ
れ
た
。⽝
茗
渓
百
五
十

年
誌
⽞
(仮
称
)の
原
稿
が
あ
る
。
覗
い
て
み
る
。


学
都
資
金
財
団
の
設
立

⽛
東
京
教
育
大
学
後
援
会
⽜
が
設
立
さ
れ
た

の
は
、
紛
争
が
泥
沼
化
す
る
只
中
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
二
年
、
理
事
会
（
12
/20
）
で
、
事

態
の
根
本
的
解
決
と
母
校
の
将
来
的
発
展
を
見

通
し
、
昭
和
四
十
三
年
五
月
に
発
足
、
目
標
額

を
二
千
万
円
と
し
、
会
員
か
ら
醵
金
を
集
め
る

こ
と
と
し
た
。

二
年
後
、
任
意
団
体
か
ら
公
的
団
体
に
す
べ

く
、
募
金
目
標
を
五
千
万
円
に
増
額
し
て
新
た

に
趣
意
書
を
作
り
、
代
議
員
会
総
会
（
5
/21
）

で
満
場
一
致
の
賛
成
を
得
た
。⽛
財
団
法
人
筑

波
新
大
学
後
援
会
⽜
に
名
称
を
変
更
し
よ
う
と

し
た
が
、
未
存
の
大
学
を
後
援
す
る
と
こ
と
に

な
る
の
で
不
適
切
で
あ
る
と
、
文
部
省
か
ら
指

摘
を
受
け
た
。

そ
の
後
、⽛
財
団
法
人
筑
波
新
大
学
資
金
財

団
⽜
と
名
称
を
改
め
、
東
京
都
教
育
委
員
会
経

由
の
上
、
一
月
二
七
日
付
け
文
部
大
臣
名
を
も

っ
て
設
立
許
可
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
設
立

日
を
昭
和
四
十
六
年
二
月
一
日
と
し
て
、
二
月

八
日
登
記
を
完
了
し
た
。
資
金
財
団
の
名
称
で

法
人
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、⽛
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

資
金
財
団
⽜
だ
け
で
あ
っ
た
。

国
立
大
学
法
人
化
（
平
成
十
六
年
）
以
前
の

話
で
あ
る
。
国
立
大
学
は
、
国
立
学
校
特
別
会

計
の
制
度
上
、
公
費
支
出
に
は
厳
格
な
規
制
が

あ
り
、
大
学
の
研
究
、
教
育
活
動
に
即
し
た
弾

力
的
な
資
金
運
用
が
難
し
い
実
情
を
抱
え
て
い

た
。
東
大
、
京
大
、
一
橋
大
、
東
工
大
な
ど
有

力
な
国
立
大
学
は
、
こ
の
種
の
研
究
活
動
を
支

援
す
る
財
団
法
人
を
持
っ
て
い
た
。
東
教
大
は
、

筑
波
移
転
に
伴
う
資
金
的
需
要
が
高
ま
る
と
予

想
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
後
援
会
の
設
置
に
よ
っ

て
、
公
費
以
外
に
必
要
な
教
育
活
動
の
資
金
を

得
ら
れ
る
こ
と
は
極
め
て
魅
力
的
な
こ
と
と
い

え
た
。

昭
和
四
十
六
年
十
一
月
、募
金
趣
意
書
が⽝
茗

渓
⽞（
910
号
）
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
。
後
援
会
の

立
上
げ
か
ら
財
団
法
人
発
足
に
至
っ
た
経
緯
が

述
べ
ら
れ
、
会
員
の
み
な
ら
ず
⽛
広
く
関
係
方

面
か
ら
も
募
金
⽜
す
る
と
い
う
も
の
で
、
募
金

の
最
終
目
標
額
を
五
億
円
と
し
て
い
る
こ
と
が

示
さ
れ
た
。

続
い
て
、
そ
の
使
途
と
し
て
、
以
下
の
二
項

目
に
充
て
る
と
さ
れ
た
。

⚑
．
筑
波
新
大
学
宿
泊
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）⽜
の
建
設
及
び
管
理
運
営

⚒
．
研
究
・
出
版
・
外
国
旅
費
・
学
生
の
文
化
，
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体
育
活
動
・
外
国
人
学
者
招
聘
等
の
援
助

筑
波
新
大
学
宿
泊
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

の
対
象
目
的
が
具
体
に
例
示
さ
れ
て
い
た
。

①
学
校
其
の
他
再
教
育
を
受
け
る
た
め
の
來

学
者
の
宿
泊
及
び
会
議
場

②
外
国
か
ら
の
学
者
・
研
究
者
の
宿
泊
及
び

会
議
場

③
国
内
留
学
性
及
び
研
修
生
の
宿
泊
及
び
会

議
場

④
大
学
職
員
及
び
関
係
者
・
卒
業
生
等
の
宿

泊
施
設

⑤
右
の
宿
泊
者
・
利
用
者
の
厚
生
施
設

ま
た
、
大
蔵
省
に
申
請
中
の
免
税
措
置
の
許

可
が
下
り
次
第
、
本
格
的
な
募
金
活
動
を
展
開

す
る
が
、⽛
ま
ず
何
よ
り
も
我
々
会
員
の
力
で

五
千
万
円
は
準
備
し
た
い
も
の
と
念
願
し
て
い

る
次
第
⽜
と
し
、⽛
こ
の
募
金
は
《
筑
波
新
大
学

の
使
命
達
成
を
助
成
す
る
》
こ
と
と
な
る
ば
か

り
で
な
く
、
ひ
い
て
は
、
わ
が
国
学
術
の
振
興
、

人
材
の
養
成
に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
り
、
今
回

の
募
金
の
意
義
を
一
段
と
意
義
あ
ら
し
め
る
も

の
と
存
じ
ま
す
。⽜
と
、
改
め
て
募
金
の
意
義
を

強
調
し
て
結
ん
で
い
る
。

そ
の
後
、
昭
和
四
十
八
年
、⽝
茗
渓
⽞（
918
号
）

誌
上
に
、
指
定
寄
附
認
可
の
報
告
と
と
も
に
、

第
24
回
（
昭
和
四
十
八
年
五
月
ま
で
）
分
の
寄

付
金
額
が
報
告
さ
れ
て
い
た
。

会
員
拠
出
金
の
部
で
気
づ
く
の
は
、
個
人
寄

付
の
他
に
職
場
単
位
の
寄
付
が
あ
る
こ
と
で
、

第
24
回
報
告
分
に
は
、
博
報
堂
茗
渓
会
一
同
や

千
葉
県
立
京
葉
工
業
高
校
茗
渓
会
の
寄
付
が
紹

介
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
て
、
指
定
寄
附
の
認
可
が
下
り
た
こ

と
で
、
法
人
に
対
す
る
本
格
的
な
募
金
活
動
が

始
ま
っ
た
。
財
団
事
務
局
作
成
の
⽛
募
金
実
績

明
細
書
⽜
に
よ
る
と
、
金
融
界
、
貿
易
・
商
事

界
、
産
業
界
等
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
二
億
八
千
五

百
万
円
、
会
員
か
ら
四
千
百
万
円
、
併
せ
て
、

三
億
二
千
六
百
万
円
。
こ
の
外
に
、
自
転
車
振

興
会
か
ら
の
補
助
金
一
億
三
百
八
十
三
万
円
を

加
え
る
と
、
総
計
四
億
三
千
万
円
程
と
な
る
。

⽛
調
達
資
金
は
こ
れ
で
〆
切
⽜
と
、
大
内
脩
二
郎

（
Ｓ
⚔
文
三
・
⚗
大
英
）
は
、
安
堵
と
と
も
に
、

法
人
募
金
調
達
の
苦
労
を
振
り
返
る
。


法
人
へ
の
募
金
活
動

法
人
募
金
の
調
達
は
、⽛
説
得
だ
け
で
、
人
様

か
ら
寄
付
を
仰
ぐ
と
い
う
こ
と
は
、
何
と
も
気

の
重
い
馴
染
め
な
い
仕
事
で
あ
っ
た
⽜
と
、
大

内
は
述
懐
す
る
。

業
財
界
で
、
筑
波
新
大
学
の
使
命
を
理
解
し

て
く
れ
る
人
物
が
、
そ
う
容
易
に
、
見
当
た
る

も
の
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
経
団
連
事
務
総
長
に
会
い
、⽛
募
金

活
動
に
つ
き
、
特
別
の
お
手
引
き
⽜
を
懇
願
し
、

経
団
連
作
成
の
依
頼
先
並
び
に
見
積
も
り
依
頼

金
額
併
記
の
一
覧
表
を
頂
戴
し
て
い
る
。
そ
の

折
に
、⽛
一
般
常
識
と
し
て
⽜
と
前
置
き
の
後
、

⽛
寄
付
金
を
頼
む
側
と
依
頼
先
と
の
間
に
ど
う

い
う
結
び
つ
き
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
筑
波
新

大
学
を
間
接
に
応
援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い

か
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
依
頼
先
に
生
ず
る
の
か
⽜、

こ
の
点
を
予
め
念
頭
に
入
れ
て
お
く
こ
と
と
、

教
示
を
受
け
て
い
た
。

依
頼
先
は
以
下
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
た
。

🄐🄐🄐🄐
金
融
界

東
京
銀
行
協
会
（
都
銀
）
な
ど
八

協
会

🄑🄑🄑🄑
貿
易
・
商
事
界

日
本
貿
易
会
、
日
本
百
貨

店
協
会

🄒🄒🄒🄒
産
業
界

日
本
鉄
鋼
連
盟
、
電
気
事
業
連

合
会
、
各
軽
工
業
会
・
協
会
等
40
種
類

＊
鉄
鋼
連
盟
大
手
五
社
（
新
日
鉄
、
川
崎
製

鉄
、
日
本
鋼
管
、
住
友
金
属
工
業
、
神
戸

製
鉄
所
）
の
他
二
十
数
社

＊
電
気
事
業
連
絡
会
は
、
九
社
（
東
京
、
中

部
、
近
畿
、
中
国
、
北
陸
、
東
北
、
北
海

道
、
四
国
、
九
州
）

🄓🄓🄓🄓
個
人
企
業

東
京
銀
行
協
会
、
日
本
鉄
鋼
連
盟
、
電
気
事

業
連
合
会
を
⽛
三
本
柱
⽜
に
見
立
て
て
優
先
的

に
交
渉
し
実
績
に
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る

と
、
示
唆
も
受
け
た
。

そ
の
後
、
五
千
万
円
の
寄
付
引
き
請
け
を
し

た
都
銀
が
⽛
募
金
成
約
第
一
号
⽜
と
な
っ
た
。

日
本
鉄
鋼
連
盟
大
手
五
社
は
、
毎
月
総
務
担

当
者
の
寄
付
金
連
絡
会
議
が
行
わ
れ
て
い
た
。

人
脈
を
頼
り
に
、
四
千
万
円
の
回
答
を
得
た
。

期
待
は
五
千
万
円
で
あ
っ
た
。
柴
田
理
事
長
は

⽛
八
分
目
で
よ
い
…
⽜
と
労
っ
て
く
れ
た
。⽛
募

金
成
約
第
二
号
⽜
で
あ
る
。

電
気
事
業
連
合
は
三
千
万
円
で
⽛
募
金
成
約

第
三
号
⽜
と
な
る
が
、
成
約
に
至
る
挿
話
が
興

味
深
い
。
紹
介
す
る
。

こ
う
し
て
、⽛
三
本
柱
⽜
の
実
績
が
、
募
金
活

動
の
構
造
的
基
盤
と
な
り
、
そ
こ
で
得
た
⽛
新

大
学
の
あ
り
方
、
後
援
の
使
命
と
、
資
金
の
調

達
並
び
に
募
金
活
動
に
至
る
筋
道
⽜
を
、
依
頼

先
一
軒
一
軒
に
対
し
て
繰
り
返
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
総
計
四
億
三
千
万
円
。⽛
調
達
資
金
は
こ
れ

で
〆
切
⽜
と
言
う
大
内
の
快
哉
と
苦
労
が
同
時

に
伝
わ
っ
て
く
る
。


筑
波
研
修
セ
ン
タ
ー

研
修
セ
ン
タ
ー
落
成
開
所
式
は
、
昭
和
五
一

年
夏
、
快
晴
の
空
の
下
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

以
降
、
順
調
に
運
営
さ
れ
、
平
成
十
七
年
夏

に
は
、
宿
泊
者
百
万
人
突
破
と
い
う
嬉
し
い
知

ら
せ
が
季
刊
誌
⽝
茗
渓
⽞
に
寄
せ
ら
れ
た
。

百
万
人
目
は
、
香
川
か
ら
大
学
院
受
験
で
宿

泊
し
た
女
子
学
生
で
あ
っ
た
。

2020年夏(8/29)、筑波研修センターの正面玄関
前に立つ室岡所長。この年の初夏に、筑波研修
センターは閉館した。

当
時
電
事
連
の
会
長
さ
ん
は
中
部
電
力

の
会
長
加
藤
乙
三
郎
氏
で
あ
り
、
加
藤
さ

ん
は
、
か
ね
て
、
茶
道
に
造
詣
が
深
い
こ
と

を
承
知
し
て
い
た
。
案
の
定
、
わ
が
財
団
の

常
務
理
事
芳
賀
幸
四
郎
宗
匠
と
は
、
そ
れ

こ
そ
⽛
お
茶
の
み
と
も
だ
ち
⽜
の
仲
で
あ
っ

た
の
で
、
御
両
所
の
直
接
会
談
に
よ
り
、
電

通
連
理
事
会
の
募
金
に
関
す
る
意
見
と
り

ま
と
め
方
を
、
加
藤
会
長
さ
ん
に
お
願
い

す
る
こ
と
が
で
き
た
。(⽝
茗
渓
会
百
年
史
⽞)
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永
田
学
長
が
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
政
府

よ
り
⽛
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
独

立
30
周
年
勲
章
⽜
を
受
章

12
月
⚕
日
、
駐
日
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国

大
使
館
に
て
、
永
田
恭
介
学
長
は
同
国
特
命
全

権
大
使
の
ム
ク
シ
ン
ク
ジ
ャ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
フ

モ
ノ
フ
閣
下
よ
り
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国

独
立
30
周
年
勲
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
章
は
、
世
界
各
地
の
人
々
に
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
大
統
領
名
義
で
授
与
さ
れ
、
日
本

国
内
で
は
永
田
学
長
を
含
め
⚗
名
で
し
た
。

受
章
理
由
と
し
て
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和

国
政
府
は
旧
ソ
連
か
ら
の
独
立
30
周
年
記
念
に

あ
た
り
、
日
本
国
内
に
お
い
て
、
永
田
学
長
及

び
筑
波
大
学
が
同
国
と
日
本
と
の
関
係
を
強
化

し
、
教
育
及
び
科
学
の
分
野
お
け
る
人
的
資
源

の
開
発
を
促
進

し
た
こ
と
を
大

き
な
貢
献
と
し

て
認
め
ま
し
た
。

今
後
も
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
共

和
国
と
の
交
流

促
進
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

本
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
文
部
科
学
省
⽛
大
学

の
世
界
展
開
力
強
化
事
業
～
ア
ジ
ア
高
等
教

育
共
同
体
(仮
称
)形
成
促
進
～
⽜
に
採
択

こ
の
度
、
文
部
科
学
省
⽛
大
学
の
世
界
展
開

力
強
化
事
業
～
ア
ジ
ア
高
等
教
育
共
同
体
（
仮

称
）
形
成
促
進
～
⽜
に
、
本
学
の
⽛
地
球
規
模

課
題
解
決
に
資
す
る
教
育
政
策
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

専
門
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
⽜
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
華
東
師
範
大
学
（
中

国
）、
韓
国
教
員
大
学
校
（
韓
国
）、
コ
ン
ケ
ン

大
学
（
タ
イ
）、
マ
レ
ー
シ
ア
工
科
大
学
（
マ
レ

ー
シ
ア
）、
バ
ン
ド
ン
工
科
大
学
（
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
）
の
⚕
大
学
と
連
携
し
、
大
学
院
の
学
生
が

地
球
規
模
課
題
を
選
定
し
て
交
流
先
大
学
を
訪

問
し
、
訪
問
先
の
教
員
の
指
導
の
も
と
で
実

験
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等

の
研
究
方
法
に
よ
っ
て
探
究
し
て
交
流
し
あ
い
、

そ
の
知
見
を
課
題
解
決
の
た
め
の
教
育
政
策
へ

つ
な
げ
る
た
め
の
学
際
的
・
国
際
的
協
働
の
研

究
交
流
活
動
を
推
進
す
る
取
組
で
す
。

複
数
分
野
に
関
連
し
た
地
球
規
模
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
教
育
学
、
環

境
学
、
国
際
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
複
数
分
野
の
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
軸
に
構
成

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
対
応
し
た
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
Ａ
（
教
育
学
コ
ア
）、
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｂ
（
環
境
学
コ
ア
）、
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｃ
（
物

質
・
材
料
科
学
コ
ア
）
の
⚓
つ
の
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
現
実
課
題
の
解

決
を
意
識
し
て
学
問
融
合
的
・
国
際
的
な
協
働

を
リ
ー
ド
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
参

り
ま
す
。

取
組
組
織

•
人
間
総
合
科
学
学
術
院

人
間
総
合
科
学
研
究
群

•
理
工
情
報
生
命
学
術
院

数
理
物
質
科
学
研
究
群

生
命
地
球
科
学
研
究
群

国
際
連
携
持
続
環
境
科
学
専
攻

第
47
回
筑
波
大
学
学
園
祭
⽛
雙
峰
祭
⽜

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

11
月
⚖
日
～
⚗
日
、
第
47
回
筑
波
大
学
学
園

祭
⽛
雙
峰
祭
⽜
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催

さ
れ
、
1.1
万
人
が
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
訪
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
昨
年
は
中
止
と
な

っ
た
だ
け
に
、
今
回
の
開
催
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

思
い
が
込
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
⽛
N
extto
T
sukuba⽜。

つ
く
ば
の
⽛
隣
⽜
に
あ
っ
た
日
常
へ
の
思
慕

と
、
雙
峰
祭
が
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
楽
し
い

も
の
と
な
る
こ
と
へ
の
期
待
を
表
し
て
い
ま
す
。

本
学
な
ら
で
は
の
多
様
性
に
満
ち
た
学
術
企
画

や
、
個
性
あ
ふ
れ
る
芸
術
祭
展
示
サ
イ
ト
、
公

式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
⽛
そ
ぽ
た
ん
⽜
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
委
員
会
開
催
企
画
、
関
連
グ
ッ
ズ
販
売

企
画
な
ど
、
サ
イ
ト
上
に
は
70
以
上
の
企
画
が

並
び
ま
し
た
。

ま
た
本
祭
⚒
日
目
に
は
、
無
観
客
に
て
後
夜

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
参
加
企
画
の
中
か
ら
、

投
票
に
よ
っ
て
一
番
人
気
を
決
め
る
⽛
雙
峰
祭

グ
ラ
ン
プ
リ
⽜
の
結
果
発
表
が
あ
り
、
一
般
企

画
部
門
で
は
吹
奏
楽
団
の
⽛
吹
団
オ
ン
ラ
イ
ン

演
奏
会
⽜
が
、
ス
テ
ー
ジ
企
画
部
門
で
は
筑
波

大
学
ア
イ
ド
ル
研
究
会
Bom
bs!の
⽛
Bom
bs!

オ
ン
ラ
イ
ン
学
祭
公
演
⽜
が
、
そ
れ
ぞ
れ
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
⚒
日
間
を
振

り
返
る
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
動
画
も
公
開
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
様
子
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
生
配

信
さ
れ
、
⚓
千
人
以
上
が
視
聴
し
ま
し
た
。

第
8
回
日
本
美
術
展
覧
会
(日
展
)で

特
選
を
受
賞

10
月
29
日
か
ら
11
月
21
日
に
国
立
新
美
術
館

で
開
催
さ
れ
た
第
⚘
回
日
本
美
術
展
覧
会
（
日

展
）
第
⚓
科
（
彫
刻
）
に
お
い
て
、
人
間
総
合

科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
課
程
）
芸
術
専
攻
⚒

年
の
最
上
健
さ
ん
と
、
芸
術
学
学
位
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
博
士
前
期
課
程
）
研
究
生
の
町
野
紗
恭
さ

ん
の
⚒
名
が
特
選
を
受
賞
し
ま
し
た
。
第
⚓
科

で
は
64
点
が
入
選
し
、
さ
ら
に
特
に
優
秀
と
認

め
ら
れ
る
作
品
⚘
点
に
特
選
が
与
え
ら
れ
ま
し

た
。日

展
は
、
明
治
40
年
か
ら
続
く
日
本
最
大
規

模
の
総
合
美
術
展
覧
会
で
、
前
身
の
文
展
（
文

部
省
美
術
展
覧
会
）
を
含
め
る
と
、
今
回
が
114

回
目
で
す
。
本
学
で
は
過
去
に
、
芸
術
系
の
柴

田
良
貴
名
誉
教
授
と
宮
坂
慎
司
助
教
が
特
選
を

受
賞
し
て
い
ま
す
が
、
在
学
中
で
の
受
賞
は
こ

れ
ま
で
例
が
な
く
、
ま
た
⚒
人
同
時
で
の
受
賞

は
快
挙
で
す
。

受
賞
理
由
と
し
て
、
最
上
さ
ん
の
作
品
《
ヨ

ル
ノ
ム
コ
ウ
》
に
対
し
て
は
⽛
人
体
を
丁
寧
に

観
察
し
、
素
直
に
表
現
し
て
い
る
。
部
分
に
捉

わ
れ
ず
全
体
の
ポ
ー
ズ
の
持
つ
美
し
い
流
れ
を

大
切
に
し
、
肉
体
の
や
わ
ら
か
な
表
現
と
量
感

が
魅
力
的
な
作
品
で
あ
る
。⽜、
ま
た
、
町
野
さ

ん
の
作
品
《
場
所
》
に
つ
い
て
は
⽛
婦
立
像
。

両
脚
で
立
つ
女
性
の
わ
ず
か
な
体
重
移
動
が
、

心
地
よ
い
ム
ー
ブ
マ
ン
を
生
み
出
し
て
い
る
。

豊
か
な
量
で
表
現
さ
れ
た
優
作
で
あ
る
。
女

性
が
見
つ

め
る
先
の
、

穏
や
か
な

未
来
を
信

じ
た
い
。⽜

と
の
選
評

が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
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筑
波
大
学
は
今

筑
波
大
学
は
今

ク
ラ
ク
フ
国
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
て

本
学
学
生
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

困
窮
す
る
学
生
へ
の
食
料
支
援
を
実
施

左から、永田学長、髙橋さん、小木曽さん、村田
さん、木越研究担当副学長

永田学長とムクシンクジャ･
アブドゥラフモノフ特命全権大使

町野紗恭さんの
作品《場所》

最上健さんの作品
《ヨルノムコウ》
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茗渓・東西南北茗
渓
・
東
西
南
北

第
1
部
⽛
総
会
⽜

本
部
事
務
局
か
ら
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
っ
て
の
開

催
は
、
最
初
に
髙
橋
基
之
会
長
（
自
然
学
類
53

卒
）
の
開
会
挨
拶
、
そ
し
て
ご
来
賓
と
し
て
、

前
筑
波
大
学
学
生
担
当
副
学
長
で
、
現
在
は
筑

波
大
学
教
授
で
、
茗
渓
会
理
事
で
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
佐
藤
忍
先
生
か
ら
大
学
の
近
況
報
告
を
交

え
た
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
対
策
を
し
な
が
ら
の

授
業
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ
、

学
生
宿
舎
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
は
な
か
っ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
オ
リ
パ
ラ
で
の
活
躍
と
し

て
は
、
大
学
院
生
の
梶
原
悠
未
選
手
（
体
育
専

門
学
群
令
元
卒
）
の
自
転
車
ト
ラ
ッ
ク
銀
メ
ダ

ル
と
、
大
学
院
生
の
髙
橋
利
恵
子
選
手
（
障
害

令
和
元
年
度
福
島
県
茗
渓
会
総
会

常
陽
銀
行
茗
渓
会
活
動
報
告

仲
間
の
顔
が
見
え
る
⽛
常
陽
銀
行
茗
渓
会
⽜
総
会
に
参
加
し
て

第
9
回
東
京
茗
渓
会
総
会
･

話
題
提
供
・
意
見
交
換
会

令和元年⚗月13日 鳥取県茗渓会懇親会

科
学
類
Ｒ
⚑
卒
）
の
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
銅
メ
ダ
ル

が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
の
努
力
で

大
学
祭
を
リ
モ
ー
ト
で
開
催
で
き
た
そ
う
で
す
。

箱
根
駅
伝
は
予
選
会
13
位
で
残
念
で
し
た
が
、

学
連
選
抜
で
⚑
名
が
走
る
予
定
で
す
。
ホ
ッ
ト

な
研
究
と
し
て
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
で
の

Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
（
γ

ア
ミ
ノ
酪
酸
）
が
多
い
ト
マ

ト
の
作
出
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
議
事
で
は
、
活
動
報
告
、
決
算
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
会
費
納

入
率
の
低
さ
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
年
々
納
入

率
が
低
く
な
っ
て
お
り
（
昨
年
5.4
％
、
今
年
3.8

北
海
道
茗
渓
会
活
動
報
告

茗渓・東西南北

％
）、
会
の
運
営
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
危

機
感
が
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
会
費
納
入
の
お
願

い
を
す
る
次
第
で
す
。
続
い
て
、
次
年
度
計

画
案
や
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
教
員

組
織
の
再
編
成
に
対
し
質
問
が
出
て
、
教
員
数

が
減
っ
て
い
る
な
か
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い

く
方
針
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
皆
様
の

ご
意
見
や
ご
提
案
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
2
部
⽛
話
題
提
供
⽜

総
合
テ
ー
マ
と
し
て
は
⽛
茗
渓
創
基
150
年
記

念

未
来
の
豊
か
な
人
生
・
生
活
に
向
け
た
人

的
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
絆
づ
く
り
を
考
え
る
⽜

と
し
て
、
副
題
は
⽛
人
生
100
年
時
代
の
キ
ャ
リ

ア
・
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
を
踏
ま
え
て
⽜
と
い
う

こ
と
で
、
⚓
人
の
方
か
ら
幅
広
く
話
題
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
話
題
提
供
⚑
】
藤
江
昭
彦
さ
ん

藤
江
昭
彦
さ
ん
は
農
林
学
類
（
現
在
の
生
物

資
源
学
類
）
58
卒
で
修
士
修
了
後
、
薬
品
会
社

に
勤
務
。
現
在
は
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
の

主
幹
創
薬
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
り
ま
す
。

薬
品
会
社
で
は
、
微
生
物
探
索
を
し
て
創
薬
に

つ
な
げ
る
仕
事
を
し
て
お
り
、
天
然
物
由
来
の

薬
品
の
開
発
に
携
わ
り
ま
し
た
。
特
に
薬
剤
耐

性
菌
対
策
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
大

学
や
研
究
所
と
薬
品
会
社
を
つ
な
げ
る
支
援
の

仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
最
近
は
、
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
を
支
援
し
て
お
り
、
そ
こ

で
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
単
独
の
大
学
や
企
業
で
は
な
し
え
な
い

こ
と
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
お
仕
事
を
し
て

い
る
と
い
う
熱
意
や
使
命
を
感
じ
さ
せ
る
お
話

し
で
し
た
。

【
話
題
提
供
⚒
】
笹
の
ぶ
え
先
生

笹
の
ぶ
え
先
生
は
比
較
文
化
学
類
56
卒
で
、

都
立
高
校
の
教
諭
を
経
て
学
校
長
を
経
験
し
、

現
在
は
全
国
普
通
科
高
等
学
校
長
会
事
務
局
長

で
あ
り
ま
す
。

大
き
く
次
の
⚔
つ
の
話
題
を
提
供
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

①
高
等
学
校
で
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
よ
る

教
育
が
令
和
⚔
年
度
か
ら
始
ま
る
。
そ
こ
で

は
、
新
し
い
時
代
に
必
要
と
な
る
資
質
・
能

力
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
、
探
究

型
学
習
の
重
視
が
要
点
と
な
り
ま
す
。

②
中
教
審
答
申

令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
の

構
築
を
目
指
す
。
答
申
の
内
容
と
し
て
、
ウ

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
、
高
校
の
特

色
化
・
魅
力
化
、
普
通
科
改
革
に
つ
い
て
説

明
が
さ
れ
ま
し
た
。

③
大
学
入
試
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
議
こ

の
会
議
で
は
、
記
述
式
問
題
の
出
題
、
総
合

的
な
英
語
力
の
育
成
・
評
価
、
地
理
的
・
経

済
的
事
情
・
障
害
の
あ
る
受
験
生
へ
の
合
理

的
配
慮
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

時
代
の
大
学
入
学
者
選
抜
に
つ
い
て
提
言
が

な
さ
れ
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

④
教
員
の
働
き
方
改
革

そ
こ
で
は
、
自
ら
の
人
間
性
や
創
造
性
を
高

め
、
子
供
た
ち
に
対
し
て
効
果
的
な
教
育
活

動
を
行
う
こ
と
、
学
校
お
よ
び
教
師
が
担
う

業
務
の
明
確
化
・
適
正
化
、
⚑
年
単
位
の
変

形
労
働
時
間
制
の
導
入
、
教
員
の
勤
務
実
態

調
査
と
い
っ
た
項
目
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

第
⚙
回
東
京
茗
渓
会
は
、
今
回
、
オ
ン

ラ
イ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
対
面
と
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
が
落
ち

着
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
茗
渓
会
館
に

来
場
さ
れ
た
方
は
15
名
で
、
ス
ク
リ
ー
ン

で
の
視
聴
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
者
は
46
名
、
総
勢
71
名
の
近

年
稀
に
み
る
参
加
者
数
と
な
り
ま
し
た
。
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ま
し
た
。

笹
先
生
は
、
さ
す
が
全
国
の
校
長
の
ま
と
め

役
と
あ
っ
て
理
路
整
然
と
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

【
話
題
提
供
⚓
】
佐
藤
順
一
さ
ん

佐
藤
順
一
さ
ん
は
社
会
学
類
56
卒
で
、
(株
)

カ
ク
ヤ
ス
グ
ル
ー
プ
代
表
取
締
役
社
長
で
あ
り

ま
す
。

カ
ク
ヤ
ス
と
い
え
ば
、
酒
類
販
売
の
成
長
企

業
と
し
て
、
多
く
の
人
が
知
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
配
達
売

上
が
極
端
に
減
少
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
そ
ん
な
中
で
も
、

大
き
く
減
ら
し
た
業
務
用
か
ら
家
庭
用
に
配
達

を
シ
フ
ト
す
る
な
ど
、
知
恵
と
工
夫
を
凝
ら
し
、

赤
字
を
減
ら
し
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
姿
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。
最
近
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
数
は
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
売
り

上
げ
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
戻
ら
な
い
と

考
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
他
社
と
の
競
争

に
お
い
て
は
、
商
品
で
の
差
別
化
の
他
、
品
ぞ

ろ
え
、
価
格
、
付
加
価
値
で
の
差
別
化
を
考
え

て
お
ら
れ
、
ま
さ
に
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
経
営
を
い
ち
は
や
く
考
え
て
次
の
打

つ
手
を
講
じ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の

根
本
に
は
、⽛
お
客
様
の
都
合
に
合
わ
せ
る
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
⽜
と
い
う
考
え
が
あ
り

ま
す
。
家
庭
用
の
ニ
ー
ズ
が
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま

す
の
で
、
少
量
で
多
様
化
の
商
品
に
対
応
す
る

べ
く
自
社
配
送
、
小
型
倉
庫
を
充
実
さ
せ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
今
後
は
、
自
社
配
送
の
集
中
す

る
夕
方
か
ら
夜
の
酒
類
販
売
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
よ
り
前
の
配
送
の
空
い
て
い
る
時
間
帯
に
、

ペ
ッ
ト
用
品
や
冷
凍
食
品
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な

ど
の
配
達
、
配
送
を
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
そ
し
て
会
社
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

⽛
こ
れ
か
ら
も

よ
い
ひ
と
と
き
を

お
届
け

し
ま
す
⽜
と
い
う
こ
と
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し

た
。第

3
部
⽛
意
見
交
換
会
⽜

第
⚒
部
の
話
題
提
供
を
受
け
て
、
高
橋
会
長

に
よ
る
進
行
の
も
と
、
参
加
者
か
ら
様
々
な
意

見
や
感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
大
学
院
生
で
大
学
の
職
員
で
も
あ

る
古
畑
翼
（
比
較
文
化
学
類
Ｒ
⚑
卒
）
さ
ん
か

ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
と
し
て
、
学
生
に
次
々

と
送
ら
れ
る
連
絡
事
項
が
大
量
に
あ
り
、
大
学

か
ら
の
重
要
な
連
絡
事
項
が
そ
の
た
く
さ
ん
の

情
報
の
中
に
埋
も
れ
た
り
、
取
捨
選
択
で
き
な

く
な
っ
た
り
し
て
、
学
生
が
開
く
こ
と
な
く
充

分
に
届
い
て
い
な
い
と
い
う
問
題
点
を
指
摘
し

て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
多
く
の
方
か
ら
、
今

回
の
話
題
提
供
は
、
い
わ
ば
人

生
の
成
功
体
験
、
課
題
解
決
体

験
の
話
が
聞
け
て
、
有
意
義
で

あ
っ
た
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。
教
育
の
根
幹
を
支
え
て
き

た
の
は
茗
渓
で
あ
る
と
い
っ
た

力
強
い
言
葉
を
い
た
だ
き
も
し

ま
し
た
。
時
代
は
常
に
動
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
時

代
、
さ
ら
な
る
新
た
な
課
題
が

生
ま
れ
て
く
る
中
で
、
生
き
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
マ
イ

ナ
ス
面
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
Ｉ
Ｔ
の
力
で
距
離
が
縮
ま

り
ま
す
。
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス

で
あ
り
、
キ
ャ
リ
ア
の
転
機
、

発
想
の
転
機
に
な
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

事
務
局
か
ら
は
、
重
ね
て
会

費
納
入
、
会
員
へ
の
勧
誘
、
住

所
変
更
時
の
連
絡
の
お
願
い
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
は
、
茗
渓
・
筑
波
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
⽛
宣
揚
歌
・
桐
の
葉
⽜
を
み

ん
な
で
歌
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
集
ま
り

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
参
加
者
が
例
年
よ
り
多
く
、
今
後

も
今
回
の
方
式
を
踏
ま
え
て
、
み
な
さ
ん
の
参

加
し
や
す
い
総
会
等
の
運
営
方
法
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

【
東
京
茗
渓
会
副
会
長

渡
邉

悟

（
農
林
学
類
56
卒
・
博
農
62
卒
）】
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季
刊
誌
⽝
茗
渓
⽞
秋
号
（
⚑
⚑
⚑
⚐
号
）
に
、

山
岸
高
旺
氏
（
Ｓ
22
理
三
）
か
ら
届
け
ら
れ
た

写
真
を
掲
載
し
た
。
そ
の
内
の
一
枚
で
あ
る
。

⽛
東
京
高
師

理
三
卒
業
生
と
先
生
方
⽜
で
、

⽛
理
三
の
地
学
、
遺
伝
学
、
動
物
学
、
植
物
学
を

担
当
し
て
下
さ
っ
た
先
生
方
と
学
生
の
一
部
⽜

と
説
明
書
き
が
さ
れ
て
い
た
。

秋
号
の
刊
行
直
後
に
、
連
絡
が
き
た
。

濱

健
夫
氏
（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
、
獨
協

大
学
特
任
教
授
）
か
ら
で
あ
る
。
御
父
君
が
写

っ
て
い
る
。
前
列
左
端
が
山
岸
氏
、
そ
し
て
前

列
右
端
が
御
父
君
だ
と
い
う
。
幼
い
記
憶
に
、

御
父
君
を
訪
ね
て
来
ら
れ
た
山
岸
氏
の
姿
が
あ

っ
た
。
ぜ
ひ
と
も
山
岸
氏
と
連
絡
を
取
り
た
い

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

嬉
し
い
知
ら
せ
で
あ
っ
た

追
悼
の
つ
ど
い
の
日
に
、
お
電
話
を
頂
い
た
。

板
持
頼
好
氏
（
Ｓ
20
農
教
）
の
お
嬢
様
か
ら
で

あ
っ
た
。⽛
父
は
平
成
九
年
に
亡
く
な
り
ま
し

た
が
、
古
い
ア
ル
バ
ム
が
遺
品
と
し
て
あ
り
、

処
置
に
困
っ
て
い
ま
す
。
差
し
支
え
な
け
れ
ば

送
付
さ
せ
て
ほ
し
い
⽜
と
い
う
ご
相
談
で
あ
っ

た
。
お
引
き
受
け
し
た
。

宅
急
便
で
ア
ル
バ
ム
が
届
い
た
。
中
に
手
紙

が
添
え
ら
れ
て
い
た
。

広
島
県
福
山
市
か
ら
の
届
け
物
で
あ
る
。

お
嬢
様
に
、
お
礼
方
々
、
取
材
め
い
た
こ
と
を

し
て
み
た
。

板
持
氏
は
島
根
県
安
来
市
の
梨
農
家
の
出
で
、

農
教
卒
業
後
、
松
江
農
林
高
校
の
教
諭
が
初
任

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
結
婚
し
た
。

そ
の
後
、
広
島
三
次
市
の
塩
町
高
校
に
転
任

し
た
。
塩
町
高
校
は
大
正
九
年
創
立
の
高
等
実

業
補
習
学
校
を
前
身
と
し
、
創
立
百
年
を
迎
え

た
。
校
名
は
幾
度
か
変
わ
り
、
現
在
は
県
立
三

次
青
陵
高
校
（
単
位
制
総
合
学
科
）
と
い
う
。

校
歌
に
校
名
は
登
場
し
な
い
。

部
活
動
に
⽛
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
⽜
が
あ
る
。

板
持
氏
は
学
生
時
代
に
軟
式
テ
ニ
ス
部
に
所
属

し
て
お
り
、
高
校
で
も
顧
問
を
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

そ
の
後
、
荏
原
実
業
高
校
の
教
頭
を
経
て
、

広
島
県
立
油
木
高
等
学
校
長
を
務
め
上
げ
、
退

職
し
て
い
る
。
油
木
高
校
の
前
身
は
神
石
郡
立

神
石
農
学
校
で
あ
り
、
平
成
初
期
ま
で
は
農
業

経
営
科
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

⽛
東
京
の
話
は
東
京
大
空
襲
の
こ
と
し
か
し

ま
せ
ん
で
し
た
⽜
と
、
お
嬢
様
は
思
い
出
し
た

よ
う
に
電
話
の
向
こ
う
か
ら
伝
え
て
き
た
。

井
之
頭
線
の
駒
場
東
大
前
駅
を
下
り
る
と
、

こ
の
風
景
が
目
に
入
る
。
こ
の
学
舎
は
、
明
治

十
一
年
、⽛
農
事
修
学
場
⽜
が
駒
場
野
に
校
舎
を

新
築
移
転
し
⽛
駒
場
農
学
校
⽜
に
改
称
し
た
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
後
、
曲
折
を
経
て
、

昭
和
十
二
年
に
、
東
京
農
業
教
育
専
門
学
校
と

な
っ
た
。

20



Peer Garden
板持氏のお嬢様から送られてきたアルバムを開
くと、⽛駒場の残影⽜と表題があった。

茗渓アルバム 茗渓創基150年記念事業

茗渓150年の思い出を紡ぎませんか？

先
日
は
突
然
お
電
話
を
差
し
上
げ
て
失
礼

し
ま
し
た
。
父
の
ア
ル
バ
ム
は
説
明
が
つ
い
て

い
ま
す
が
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
写
真
に
は
な
い
も

の
も
あ
り
ま
す
。

手
元
に
お
い
て
い
て
も
、
い
ず
れ
無
く
な
る

と
い
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

な
に
か
の
資
料
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

父
と
東
京
で
の
生
活
を
話
し
た
事
も
な
く
、

な
ぜ
父
の
ア
ル
バ
ム
に
各
種
の
写
真
が
残
っ
て

い
る
の
か
、
と
て
も
不
思
議
な
気
が
し
ま
す
。

ア
ル
バ
ム
等
の
返
却
は
不
要
で
す
。
お
手
数

を
か
け
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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板
持
氏
の
ア
ル
バ
ム
に
そ
の
校
名
を
刺
繍
し

た
校
旗
が
あ
る
。

戦
後
建
て
ら
れ
た
東
教
大
農
学
部
の
校
舎
は

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
棟
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以

前
の
学
舎
で
あ
る
。
こ
の
学
舎
は
大
空
襲
で
焼

失
し
た
。

昭
和
二
十
四
年
に
、
東
京
農
業
教
育
専
門
学

校
、
東
京
体
育
専
門
学
校
、
東
京
高
等
師
範
学

校
、
そ
し
て
東
京
文
理
科
大
学
が
包
括
さ
れ
て
、

東
京
教
育
大
学
と
な
っ
た
。

学
校
の
統
合
と
足
並
み
を
揃
え
る
形
で
、
各

校
の
同
窓
会（
農
教
の⽛
駒
場
会
⽜、体
専
の⽛
翔

陽
会
⽜、
文
理
大
・
高
師
の
⽛
茗
渓
会
⽜）
が
大

同
団
結
し
て
新
た
に
⽛
茗
渓
会
⽜
を
創
立
し
た
。

昭
和
三
十
四
年
で
あ
る
。

山
岸
氏
が
北
富
士
演
習
場
で
軍
事
訓
練
を
し

た
写
真
は
、
昭
和
十
九
年
で
あ
っ
た
。
終
戦
の

一
年
ほ
ど
前
の
夏
、
富
士
山
が
背
景
に
写
っ
て

い
た
。

板
持
氏
の
⽛
軍
事
訓
練
⽜
の
写
真
に
も
、
富

士
山
を
背
景
と
し
た
集
合
写
真
が
あ
る
。

も
う
一
枚
の
写
真
に
、
板
持
氏
は
⽛
農
兵
隊
⽜

と
記
し
て
い
る
。
八
ヶ
岳
山
麓
で
の
⽛
幹
部
訓

練
⽜
と
あ
る
。
終
戦
間
近
に
、
食
糧
増
産
隊
が

結
成
さ
れ
た
。
徴
兵
に
よ
る
農
家
の
人
手
不
を

補
う
た
め
に
軍
隊
式
の
全
国
的
な
組
織
が
設
立

さ
れ
た
。
農
村
の
少
年
達
か
ら
な
り
、⽛
少
年
農

兵
隊
⽜
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
農
教
の
学
生
が

少
年
農
兵
隊
を
指
揮
す
る
、
そ
の
訓
練
な
の
だ

ろ
う
と
推
測
で
き
る
。

勤
労
奉
仕
に
も
駆
り
出
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

勤
労
奉
仕
な
の
か
農
業
実
習
な
の
か
区
別
の
つ

か
な
い
写
真
が
多
い
。
農
家
の
人
手
不
足
を
補

う
た
め
に
、
神
奈
川
県
山
北
や
足
柄
上
郡
の
山

村
で
農
作
業
を
す
る
姿
も
あ
っ
た
。

⽛
稲
架
⽜
と
あ
る
。
稲
の
収
穫
を
終
え
、
稲
を

刈
り
取
っ
た
あ
と
、
脱
穀
ま
で
の
間
、
乾
燥
さ

せ
る
作
業
を
い
う
。
竹
や
木
を
組
ん
で
刈
っ
た

稲
を
掛
け
て
乾
か
し
、
カ
ビ
な
ど
を
防
ぐ
た
め

の
重
要
な
作
業
と
い
え
る
。⽛
は
さ
⽜
と
か
⽛
は

ざ
⽜
と
い
い
、⽛
稲
を
挟
む
⽜
の
意
味
ら
し
い
。

21







(板持氏直筆の表題)

右は八ヶ岳演習（板持氏所蔵）
上は北富士演習（山岸氏所蔵）
同じ昭和十九年のものと思われる。
皆、銃を抱えたり、手に携えている。
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学
舎
を
背
景
に
ご
父
君
（
右
端
）
が
い
る
。

⽛
植
物
病
理
専
攻
⽜
の
同
窓
達
の
よ
う
だ
。
板
持

氏
は
昭
和
十
七
年
に
入
学
し
、
同
二
十
年
に
卒

業
し
て
い
る
か
ら
、
前
回
の
山
岸
氏
よ
り
は
二

歳
年
長
の
よ
う
だ
。

お
届
け
頂
い
た
ア
ル
バ
ム
を
開
く
と
、
整
然

と
分
類
さ
れ
、
写
真
の
裏
に
は
一
枚
ず
つ
丁
寧

に
コ
メ
ン
ト
が
記
さ
れ
て
い
た
。

写
真
が
貴
重
な
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。
山
岸
氏
の
ハ
ト
ロ
ン
紙
に
包
み
上
げ

る
行
為
も
、
板
持
氏
の
よ
う
に
丁
寧
に
コ
メ
ン

ト
を
綴
る
行
為
も
、
几
帳
面
と
い
う
だ
け
で
は

済
ま
さ
れ
な
い
。
な
に
か
特
別
の
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
気
が
す
る
。

22

この度、会員の皆様の⽛茗渓創基150年記念事業⽜への参加の一つのあり方として、皆様から茗渓
の流れに係る⽛思い出の品々⽜を寄贈していただく企画を実施しています。

⚑．ご寄贈いただく⽛思い出の品々⽜について
•⽛思い出の品々⽜につきましては、その内容の指定や限定はございません。
•ご提供頂く場合、品々に⽛簡単な説明⽜等を添えていただければ幸いです。

⚒．募集期間
•茗渓創基150年の年度（2022年度）の終わりまでとさせていただきます。

⚓．送り先
•画像ファイルの場合は、メールにて（peer@meikeiõorõjp）までお送りください。
•アルバムなど思い出の品々につきましては、大塚事務所までご送付ください。

⚔．ご寄贈いただいた⽛思い出の品々⽜の活用
•ご提供いただいたご寄贈の品々につきましては、⽝茗渓⽞Peer Gardenの中で、紹介させてい
ただきます。また、その一部は、⽝茗渓創基150年記念誌⽞（仮称）の資料として活用させてい
ただく場合もございます。
•その他の寄贈につきましては、茗渓会活動の中で広く活用させていただきます。

思い出の品々の寄贈(お願い) 茗渓創基150年記念事業





思
い
の
こ
も
る
資
料
で
あ
る
。

茗
渓
創
基
一
五
〇
年
、

壮
大
な
流
れ
の
一
滴
に
過
ぎ
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
尊
い
。

写真の人物各人の氏名を書き込んである。裏
面に、撮影に至る情景が克明に記されていた。

八ヶ岳頂上にて
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23

桐の葉のつどい 同期入学､または同好のみなさんの集まりを紹介したものです｡

⿆Ｓ40卒物理学科同期生(クラス担任：宮本米二教授)の集い
毎年⚕月に、関東圏から大多数そして長野、静岡、香川、沖縄の各県から参加して、毎回28名のクラスの半数ぐらいのメンバーが顔を合わ

せ、旧交を温め、特に各人持ち味を発揮して、余暇を有益に費やしている話でにぎわう。クラスの⚓分の⚑ずつが、教職（高校）、大学＆研究
機関、そして民間企業で、それぞれ独自の経歴を積み重ねてきました。
COVID-19のため2020、21年の例会が開かれず、2019年⚕月16日の会合が最近で、その折の出席者の写真を添付します。 （代表 篠)

⽛桐の葉のつどい⽜の掲載について
以下の要領で写真と原稿をお寄せください。

（写真） フィルムカメラ、デジタルカメラのいずれで撮影したものでも結構です。紙焼きでも、
デジタルカメラの場合はデータをメールでお寄せいただいても結構です。

（文章） グループの名称、お集まりになった⽛とき⽜⽛ところ⽜を別項にして、必ずお書き下さい。
会の模様を紹介する文章は31文字×⚕行以内でお願い致します。

著 書 紹 介


⽝⽛
教
師
の
自
己
評
価
⽜
で
英
語
授
業
は
変
わ
る
⽞

著

者
：
醍
醐
路
子
（
50
年
教
大
言
）
他

本
の
大
き
さ
：
Ａ
⚕
判

235
ペ
ー
ジ

上
製

発

行

所
：
大
修
館
書
店

発
行
年
月
日
：
⚒
⚐
⚒
⚐
年
⚓
月
20
日

本
書
は
、
英
語
教
師
の
資
質
・
能
力
の
育
成
と
生
徒
の
⽛
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
⽜
の
実
現
に
繋
が
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
J-PO
ST
L＊
（
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
言
語
共
通
参
照
枠

CEFR
に
由
来
）
を
軸
と
し
た
授
業
実

践
の
報
告
で
あ
る
。
所
収
さ
れ
た
実
践
範
囲
は
教
育
困
難
校
か
ら
進
学
校

ま
で
及
び
、
内
容
（
抜
粋
）
は
従
来
の
読
解
中
心
授
業
か
ら
⽛
技
能
統
合

型
の
授
業
⽜
へ
の
転
換
（
第
⚑
章
）、
協
同
学
習
・
相
互
評
価
で
自
律
型
学

習
者
に
変
容
す
る
生
徒
の
姿
（
第
⚒
章
）、
日
本
の
伝
統
文
化
を
通
し
て
育

む
異
文
化
間
能
力
（
第
⚔
章
）
な
ど
、
授
業
が
対
話
的
な
も
の
に
変
わ
り

生
徒
の
主
体
性
が
育
ち
ゆ
く
実
践
が
並
ぶ
。
教
育
委
員
会
主
催
の
研
修
に

お
い
て
は
、
英
語
科
以
外
の
科
目
に
応
用
し
て
も
有
益
で
あ
る
（
第
⚕
章
）

こ
と
が
示
さ
れ
、
J-PO
ST
Lが
英
語
教
育
や
通
常
の
教
室
の
枠
す
ら
も

越
え
た
深
い
⽛
教
育
理
論
⽜
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
見
て
と
れ

る
。
茗
渓
諸
兄
姉
の
ご
高
覧
・
ご
批
正
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

＊
J-PO
ST
L（⽝
言
語
教
師
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
⽞Japanese

Portfolio
for
Student

T
eachers

of
Languagesõ

大
学
英
語
教
育
学
会

〔
JA
CET
〕
教
育
問
題
研
究
会
編
、
⚒
⚐
⚑
⚔
）
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高
校
ラ
グ
ビ
ー
10
年
連
続
全
国
大
会
出
場

11
月
19
日
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
茨
城
県
大
会

決
勝
戦
で
、
本
校
ラ
グ
ビ
ー
部
は
日
立
一
高
と

対
戦
、
102
対
⚐
で
勝
利
し
て
10
大
会
連
続
27
回

目
の
花
園
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

昨
年
来
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
期
で

は
充
分
な
活
動
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
選
手
達
は
明
る
く
元
気
に
前
向
き
に
頑

張
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
初
戦
の
対
戦
相
手
も

決
ま
り
、
ま
す

ま
す
気
持
ち
が

盛
り
上
が
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

全
国
大
会
で
は

⚑
試
合
で
も
多

く
試
合
が
で
き

る
よ
う
大
会
直

前
の
練
習
に
力

が
入
っ
て
い
ま

す
。
活
躍
を
期

待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

海
外
提
携
校
11
校
に

10
月
⚗
日
(木
)東
京
都
四
谷
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
大
使
館
に
て
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
デ
ィ
ル
ガ
ン
タ
ラ
高

校
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
と
茗
溪

学
園
の
提
携
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

調
印
式
で
は
、
ト
ゥ
リ
・
プ
ル
ナ
ジ
ャ
ヤ
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
公
使
、
ユ
ス
リ
・
ワ
ル
デ

ィ
ア
ノ
ト
教
育
文
化
担
当
官
の
立
ち
合
い
の
も

と
提
携
書
に
署
名
・
調
印
を
致
し
ま
し
た
。

ヘ
リ
・

ア
ク
マ
デ

ィ
駐
日
イ

ン
ド
ネ
シ

ア
共
和
国

大
使
か
ら

は
、
⽛
今

回
の
両
校

提
携
に
大

変
期
待
し

て
お
り
、

イ
ン
ド
ネ

シ
ア
共
和
国
と
し
て
も
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
致

し
ま
す
⽜
と
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
提
携
に
よ
り
海
外
提
携
校
が
11
校
目
と

な
り
ま
し
た
。
同
校
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
空
軍

と
ア
ル
ダ
ヤ
ガ
ル
ニ
財
団
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
男
女

共
学
の
私
立
高
校
で
あ
り
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア

認
定
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⽛
⚒
⚐
⚕
⚐
年
ア
ジ
ア
の
時
代
⽜
が
到
来
す

る
と
い
わ
れ
る
中
、
茗
溪
学
園
と
ア
ジ
ア
の
名

門
校
と
の
連
携
・
交
流
は
、
今
後
さ
ら
に
拡
大

し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
棟
建
設
進
む
⚓
月
完
成

新
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
棟
の
建
設

が
進
ん
で
い
ま

す
。
コ
ン
セ
プ

ト
は
、
皆
が
使

え
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
場
で
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
た
め
に
、
そ

し
て
、
健
康
の

た
め
に
も
活
用
で
き
る
場

に
と
考
え
て
い
ま
す
。

木
造
構
造
で
、
温
か
い

雰
囲
気
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

場
と
な
り
ま
す
。
他
に
部

室
が
⚘
室
で
き
ま
す
。
各

部
の
活
動
環
境
も
改
善
さ

れ
ま
す
。

つ
く
ば
市
と
の
協
働
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

令
和
⚓
年
の
12
月
⚖
日
(月
)、
つ
く
ば
市
と

協
働
し
、
学
生
の
起
業
マ
イ
ン
ド
醸
成
を
目
的

と
し
た
起
業
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
本

セ
ミ
ナ
ー
は
、
市
の
⽛
つ
く
ば
市
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
戦
略
⽜
の
施
策
と
本
校
の
⽛
探
究
の
授
業
⽜

の
一
環
と
し
て
、
中
学
生
と
の
直
接
対
話
を
行

う
形
式
で
行
い
ま
し
た
。

生
徒
が
起
業
・
経
営
に
つ
い
て
新
た
な
視
座

を
得
た
だ
け
で
な
く
、
科
学
技
術
に
つ
い
て
の

興
味
関
心
を
高
め
る
講
演
会
に
な
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
つ
く
ば
市
と
の
連
携
は
、
今
後
も

さ
ら
に
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

24

茗
溪
学
園
だ
よ
り

Ｉ
Ｓ
Ｓ
宇
宙
実
験
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
主
催
⽛
Try
Zero-G
⽜

部活動報告

◎高校ラグビー部：第101
回全国大会出場・東大阪市
花園ラグビー場12月末～

◎中学ラグビー部：第41回
東日本大会出場・結果第⚓
位、第27回全国ジュニアラ
グビー大会出場・茨城選抜
（茗溪学園主体チーム）12
月末東京夢の島競技場

◎高校バドミントン部：県
新人大会・男子団体・シン
グルス・ダブルス優勝

◎ダンス部：第74回全国中
学高校ダンスコンクール
（日本女子体育大学主催）・
高校ソロ・デュエット部門
優勝

水戸市ツインフィールドにて

提携書にサインする宮崎淳校長
柱や梁の構造部分が組み上り、木造建築の
文化である棟上げ式を生徒を集めて行った｡
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追 悼 録 (敬称略) 逝去会員氏名・卒年科・地域・
逝去年月日・続き柄・遺族氏名

3  
 

 
OK! 

 
( )  

 
 

 
 
 
 
 

0120-000-302 
 

 

代表取締役　塚本　育子



丸山冨三男 19理一 神奈川 R2.12.12 妻 丸山 智子

竹田 旦 22大国史 東京 R3.10. 4 長男 竹田 好明

小松原㓛男 24文三 栃木 R3. 1.17 長男 小松原孝久

斎藤寛治郎 25大心 東京 R3. 1.28 長男 斎藤 博也

丸山 健一 25文一 兵庫 R3. 9.20 長女 木村 洋子

小林 一敏 27理二 筑波大 R2.11. 6 妻 小林 倫子

土岐 啓介 28大数 神奈川 R3. 7.10 義妹 辻 敦子

横山 稔 29教大地 岐阜 R3. 7.30 妻 横山須美子

田矢 一夫 30院修化 埼玉 R3.10.27 長男 田矢 壮広

長田 年子 30教大英 東京 R3. 2.26 長女 長田恵美里

小峯 英夫 31教大健 東京 R2. 2. 8 妻 小峯 晴子

原口 宇平 33教大英 東京 R3. 7.19 妻 原口 敦子

野田茂登子 33教大英 神奈川 R2. 9.23 姪 野田 雅恵

金子 六郎 33教大地 北海道 R1.12. 7 妻 金子 綏子

竹岡 惇 33教大地 福島 R3.10.30 妻 竹岡 芳枝

田沼 睦 33教大日史 千葉 R3. 8.15 妻 田沼 恵子

遠藤織太郎 33教大農 新潟 R3.10.22 長男 遠藤 太郎

高橋 伍郎 35教大体 神奈川 R3. 6.14 妻 高橋 眞琴

藤森 喜雄 35教大地 長野 R3. 2.26 妻 藤森寿美子

河鍋 翯 36専攻 東京 R2. 2.13 妻 河鍋 陽子

鈴木 厚 37教大特教 静岡 R3. 8.13 妻 鈴木 儷子

高柳 一敏 37教大農経 愛知 R3. 8. 5 妻 高柳 繁子

持田 行雄 43院博倫 埼玉 R3. 5. 4 妻 持田津加代

斎藤 興雄 45院修英 東京 R2. 2.23 長男 斎藤 元誉

井本 嘉宣 45専攻 群馬 R3. 4.20 妻 井本かずよ

能田 伸彦 46院博教 筑波大 R2.12. 3 妻 能田 惠美

飯干 伸一 57筑三社工 宮崎 R3. 5.10 妻 飯干 尚子
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広

報

⽛
追
悼
の
つ
ど
い
⽜
が
⚒
年
ぶ
り
開
催
さ
れ
る

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
、
逝
去
さ
れ
た
会

員
を
偲
ぶ
⽛
追
悼
の
つ
ど
い
⽜
が
、
去
る
11
月
23
日
（
祝
）
⚒
年

ぶ
り
に
茗
渓
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
件
に
つ
い
て
は
、
本
誌
次
号
（
⚑
⚑
⚑
⚒
・
春
号
）
に
掲
載

予
定
で
す
。

公
益
財
団
法
人
柴
田
育
英
会
だ
よ
り

去
る
10
月
21
日
(木
)、
公
益
財
団
法
人
に
対
し
て
⚓
年
ご
と
に

行
わ
れ
る
内
閣
府
の
立
入
検
査
が
、
柴
田
育
英
会
に
対
し
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
当
該
検
査
は
、
最
初
⚒
⚐
⚒
⚑
年
⚑
月
（
昨
年
度
）

に
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
⚒
回
延

期
に
な
り
本
年
度
分
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

26

編
集
後
記

本
号
よ
り
誌
面
の
構
成
を
、
読
み
易
さ
等
を
考
慮
し
て
、
従
来

の
文
字
サ
イ
ズ
⚙
Ｐ
・
⚓
段
か
ら
、
10
Ｐ
・
⚔
段
に
変
更
し
て
み

ま
し
た
（
本
号
で
は
経
過
措
置
と
し
て
文
字
サ
イ
ズ
な
ど
が
混
在

し
て
い
ま
す
）。

文
字
数
と
し
て
は
従
来
よ
り
減
少
し
ま
す
が
、
読
み
易
さ
等
を

優
先
し
た
も
の
で
す
。
誌
面
等
に
関
す
る
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

次
号
は
、
⚒
⚐
⚒
⚒
年
⚔
月
15
日
発
行
の
⚑
⚑
⚑
⚒
・
春
号
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

（
事
務
局
)

表
紙
の
言
葉

本
号
の
表
紙
の
写
真
は
、
茗
渓
創
基
150
年
記
念
品
と
し
て
製

作
さ
れ
る
扇
子
の
デ
ザ
イ
ン
原
図
で
す
。
こ
れ
は
本
号
の
グ
ラ

ビ
ア
頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
村
伸
夫
氏
（
57
筑
修

芸
・
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）が
揮
毫
さ
れ
た
嘉
納
治
五
郎
の⽛
自

他
共
栄
⽜
と
い
う
書
で
す
。
以
下
が
中
村
先
生
の
書
に
関
す
る

解
説
で
す
。

⽛
嘉
納
治
五
郎
先
生
の
名
言
⽛
自
他
共
栄
⽜
の
四
字
を
、
繁
栄

を
象
徴
す
る
末
広
が
り
の
扇
面
揮
毫
し
た
作
品
で
す
。

嘉
納
先
生
は
中
国
古
代
の
思
想
書
を
愛
読
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
こ
と
に
因
み
、
紀
元
前
の
古
代
文
字
を
素
材
と
し

ま
し
た
。

特
に
こ
の
作
品
は
、
秦
の
始
皇
帝
が
天
下
を
統
一
す
る
以

前
の
戦
国
時
代
に
、
南
方
の
強
国
⽛
楚
⽜
で
行
わ
れ
て
い
た

竹
簡
の
文
字
を
応
用
し
た
も
の
で
す
。

記
念
品
と
し
て
の
こ
の
扇
子
が
、
実
用
に
も
供
さ
れ
る
よ

う
、
清
楚
で
涼
や
か
な
表
現
と
な
る
よ
う
筆
を
運
び
ま
し

た
。⽜

お
願
い

•
正
確
な
会
員
情
報
把
握
の
た
め
に
、
住
所
、
勤
務
先
の
変

更
は
す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

•
年
会
費
の
お
振
込
み
は
、
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

瑞
宝
小
綬
章

根
岸

均

47
教
大
応
数

(秋

田
)

瑞
宝
双
光
章

伊
藤

碩
士

40
教
大
体

(秋

田
)
































令
和
⚒
年
春
・
秋
の
叙
勲

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
(追
記
敬
称
略
)

瑞
宝
中
綬
章

佐
藤

宣
践

41
教
大
体

(神
奈
川
)

清
澤

毅
光

40
教
大
数

42
院
修
数

(静

岡
)

瑞
宝
小
綬
章

大
西

武
三

43
教
大
体

45
院
修
体

(筑
波
大
)

関
合

信
孝

42
教
大
体

(青

森
)

熊
谷

隆
益

48
教
大
体

(秋

田
)

阿
部

英
之

33
教
大
数

(栃

木
)

小
林

惺

34
教
大
体

(栃

木
)

笹
沼
庄
之
助

34
教
大
農

39
教
大
農
研

(栃

木
)

冨
田

祥
男

41
教
大
東
史

(群

馬
)

三
條

和
男

32
教
大
健

35
教
大
日
史

(東

京
)

崎
田

功

32
教
大
数

(東

京
)

西
村
宗
一
郎

41
教
大
体

(神
奈
川
)

瑞
宝
双
光
章

船
木

賢
咲

49
教
大
武

(秋

田
)

篠
宮

博
史

49
教
大
応
数

(新

潟
)

※
本
欄
は
、
各
地
域
か
ら
の
調
査
報
告
に
よ
り
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。
も
し
記
載
も
れ
が
あ
る
場
合
は
、
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
































令
和
⚓
年
秋
の
叙
勲

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
(敬
称
略
)

令
和
⚔
年
⚑
月
15
日
発
行

発
行

一
般
社
団
法
人

茗

渓

会

茗
渓
会
事
務
局
・
大
塚
事
務
所

112
-0012
東
京
都
文
京
区
大
塚
一
-五
-二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
-三
九
四
一
-〇
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
-三
九
四
一
-七
六
七
四

E-m
ail
info@
m
eikei.or.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ
http://w
w
w
.m
eikei.or.jp

郵
便
振
替
記
号
番
号
〇
〇
一
五
〇
-二
-四
九
七
七

筑
波
事
務
所

305
-8577
つ
く
ば
市
天
王
台
一
-一
-一

筑
波
大
学
・
大
学
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
五

E-m
ailtsu3jim
u@
m
eikei.or.jp

印
刷

東
京
都
文
京
区
関
口
一
-三
九
-一
〇

山
浦
印
刷
株
式
会
社
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経営・労務・年金etc. コンサルタント

福岡経営労務事務所

〒125-0042 葛飾区金町3-27-3
TEL 03(3607)0551 FAX 03(5876)4338

所 長
社会保険労務士 福岡 一雄（32教大法政)

〒105-8507 東京都港区芝⚒丁目32番⚑号
電話 03(3456)4501

取締役専務執行役員 ೂ岡 祥之(昭57筑社工)

スポーツ＆起業家＆企業人⽛つくばウェイ⽜
TSUKUBA WAY プロジェクト
～茗渓・筑波OB・OGの活躍を集約‼～

http : //tsukubaway.com/

株式会社 KTAJ
代表取締役 藤田 文武 体育専門学郡2004年卒 

株式会社 阿部兄弟建築事務所
平成26年度東京ワークライフバランス認定企業

http://abeoffice.co.jp

〒101-0032
東京都千代田区岩本町1-3-9 高木ビル
代表取締役 荒井 豊人(昭和57筑基工)
TEL 03-3866-4181 FAX 03-3866-4120

    https://www.fxc.jp/
当社は光通信機器やイーサネットスイッチ等のネットワーク機器を開発・
製造し、各地の公立高校始め、官公庁、企業等に多数納入実績がございます。

創業者：代表取締役社長執行役員 谷輪 重之（’93筑修経営）

みんなに笑顔をお届けします｡

代表取締役
社 長 田 中 修(昭54筑農林)

〒028-3309 岩手県紫波郡紫波町北日詰字城内85-1
TEL：019(676)4121 FAX：019(676)4464
http : //www.i-c-koubou.co.jp

広告を募集しています。事務局までご相談ください｡

一般社団法人 茗渓会
〒112-0012 東京都文京区大塚 1丁目 5番 23 号
電 話 03(3941)0136 FAX 03(3941)7674

eメール info@meikei.or.jp ホームページ http://www.meikei.or.jp

本 社 〒557-0063
大阪市西成区南津守7-15-16

TEL 06‒6652‒8000 FAX 06‒6652‒8894





桜美林学園 理事長・小池 一夫
学長 畑山 浩昭
入学部相談役 川田 孝一（昭 39 教大総農）

リベラルアーツ学群 /健康福祉学群
ビジネスマネジメント学群 / 芸術文化学群
グローバル・コミュニケーション学群
航空・マネジメント学群（2020 年４月開設）広告を募集しています。

事務局までご相談ください。



＊茗溪学園は 1979 年に茗渓会の百周年記念事業で生まれた学校です
◆�寮のある学校です�
　海外からの外国人留学生も生活しています

◆�国際バカロレア IBDP課程認定校です
◆�文部科学省SSH・SGHアソシエイト認定校です
◆ �「知識」「体験」「考え方」�
　――とことん学び身につけます

◆部活動が盛んな文武両道の学校です

「SS研究・個人課題研究発表会」
（後援：筑波大学）および

「SSH活動報告会」開催のお知らせ
期日：令和4年3月15日（火）
会場：茗溪学園内
内容：�本校高校2年生SS研究および個人課題研

究（優秀研究）口頭発表・ポスター発表、
2021年度SSH活動成果報告

　　　一般公開いたします。
（詳細はホームページまたは下記メールでお問
い合わせください）


